唐記2
高 (こう)祖 (そ)神 (しん)堯 (ぎょう)大 (たい)聖 (せい)光 (こう)孝 (こう)皇 (こう)帝 (てい)上 (じょう)の中 (ちゅう)
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（一）武 (ぶ)徳 (とく)元 (がん)年 (ねん)、八月 (がつ)、薛擧 (せつきょ)、其 (その)子 (こ)仁果 (じんか)を遣 (つか)わし、進 (すす)みて（二）寧州 (ねいしゅう)を圍 (かこ)む。刺史 (しし)胡演 (こえん)、撃 (う)ちて之 (これ)を却 (しりぞ)く。郝瑗 (かくえん)、擧 (きょ)に言 (い)つてはく、『今 (いま)、唐 (とう)の兵 (へい)新 (あらた)に破 (やぶ)れ、關中 (かんちゅう)す。宜 (よろ)しく勝 (かち)に乗 (じょう)じて直 (ただち)に長安 (ちょうあん)を取 (と)るべし』と。擧 (きょ)、之 (これ)を然 (しか)りとす。會々 (たまたま)疾 (やまい)有 (あ)りてむ。辛巳 (しんし)、擧 (きょ)卒 (しゅつ)す。太子 (たいし)仁果 (じんか)立 (た)つ。（三）折墌城 (せつしょじょう)に居 (お)る。擧 (きょ)にしてとう。
　上 (じょう)、李軌 (りき)と共 (とも)に（四）秦隴 (しんりょう)をらんとし、使 (つかい)を遣 (つか)わし、潜 (ひそか)に（五）涼州 (りょうしゅう)に詣 (いた)り、之 (これ)を招撫 (しょうぶ)せしめ、之 (これ)に書 (しょ)を與 (あた)え、之 (これ)を従弟 (じゅうてい)と謂 (い)う。軌 (き)、大 (おおい)に喜 (よろこ)び、其 (その)弟 (おとうと)懋 (ぼう)を遣 (つか)わしてす。上 (じょう)、懋 (ぼう)を以 (もっ)て大将軍 (たいしょうぐん)とす。鴻臚少卿 (こうろしょうけい)張俟德 (ちょうしとく)に命 (めい)じて、軌 (き)を冊拝 (さくはい)せしめ、涼州 (りょうしゅう)總管 (そうかん)と爲 (な)し、涼王 (りょうおう)に封 (ほう)ず。
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初 (はじ)め朝廷 (ちょうてい)、安陽 (あんよう)の令呂珉 (れいりょびん)を以 (もっ)て相州 (しょうしゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)し、更 (あらた)めての刺史 (しし)王德仁 (おうとくじん)を以 (もっ)て（六）嚴州 (がんしゅう)の刺史 (しし)とす。德仁 (とくじん)、是 (これ)に由 (よ)りてす。甲申 (こうしん)、山東 (さんとう)の大使 (たいし)宇文明達 (うぶんめいたつ)を誘 (いざな)い、林慮山 (りんりょざん)に入 (い)りて之 (これ)をし、叛 (そむ)きて王世充 (おうせいじゅう)にす。
　己丑 (きちゅう)、秦王 (しんおう)世民 (せいみん)を以 (もっ)て元帥 (げんすい)と爲 (な)し、薛仁果 (せつじんか)を撃 (う)つ。
　丁酉 (ていゆう)、（七）臨洮 (りんとう)等 (とう)の四郡 (ぐん)來 (きた)り降 (くだ)る。
　隋 (ずい)の江都 (こうと)の太守 (たいしゅ)陳稜 (ちんりょう)、の柩 (きゅう)を求 (もと)め得 (え)、宇文化及 (うぶんかきゅう)がむるの輦 (れん)輅 (ろ)鼓 (こ)吹 (すい)を取 (と)り、粗 (ほ)ぼ子 (し)の儀衞 (ぎえい)を備 (そな)え、江都 (こうと)宮西 (きゅうせい)の（八）呉公臺下 (ごこうだいか)に改葬 (かいそう)し、其 (その)王公 (おうこう)以 (い)下 (か)は、皆 (みな)、瘞 (えい)を帝塋 (ていえい)の側 (かたわら)に列 (つら)ぬ。
　宇文化及 (うぶんかきゅう)が（九）江都 (こうと)をするや、（十）杜伏威 (とふくい)を以 (もっ)て歴陽 (れきよう)の太守 (たいしゅ)とす。伏威 (ふくい)、受 (う)けず。仍 (な)ほ隋 (ずい)の皇泰主 (こうたいしゅ)に上表 (じょうひょう)し、伏威 (ふくい)を拝 (はい)して東道大總管 (とうどうたいそうかん)と爲 (な)し、楚 (そ)王 (おう)に封 (ほう)ず。沈法興 (しんほうこう)も亦 (また)皇泰主 (こうたいしゅ)に上表 (じょうひょう)し、自 (みずか)ら大 (だい)司 (し)馬 (ば)・錄 (ろく)尚 (しょう)書 (しょ)事 (じ)・天門公 (てんもんこう)とし、制 (せい)を承 (う)けて百官 (かん)を置 (お)き、（一一）陳杲仁 (ちんこうじん)を以 (もっ)て司徒 (しと)と爲 (な)し、孫士漢 (そんしかん)を司空 (しくう)と爲 (な)し、蔣元超 (しょうげんちょう)を左 (さ)僕 (ぼく)射 (や)と爲 (な)し、殷芉 (いんせん)を左丞 (さじょう)と爲 (な)し、徐令言 (じょれいげん)を右丞 (ゆうじょう)と爲 (な)し、劉子翼 (りゅうしよく)を選部侍郎 (せんぶじろう)と爲 (な)し、李 (り)百藥 (やく)を府掾 (ふえん)とす。百藥 (やく)は（十二）德林 (とくりん)の子 (こ)なり。
　九月 (がつ)、隋 (ずい)の襄國 (じょうこく)の通守 (つうしゅ)陳君賓 (ちんくんひん)來 (きた)り降 (くだ)る。（一三）刑州 (けいしゅう)の刺史 (しし)に拝 (はい)す。君賓 (くんひん)は（一四）伯山 (はくざん)の子 (こ)なり。



















P41
（一五）虞州 (ぐしゅう)の刺史 (しし)韋 (い)義 (ぎ)節 (せつ)、隋 (ずい)の河 (か)東 (とう)の通守 (つうしゅ)堯君素 (ぎょうくんそ)を攻 (せ)む。久 (ひさ)しくして下 (くだ)らず。軍 (ぐん)數久 (しばしば)利 (り)あらず。壬 (じん)子 (し)、工部尚書 (こうぶしょうしょ)獨孤懷恩 (どくこかいおん)を以 (もっ)て之 (これ)に代 (かわ)らしむ。
　初 (はじ)め李密 (りみつ)、（一六）既 (すで)に翟讓 (たくじょう)を殺 (ころ)し、頗 (すこぶ)る自 (みずか)ら驕矜 (きょうけん)して、士衆 (ししゅう)を恤 (めぐ)まず。倉粟 (そうぞく)、多 (おお)しとも、府庫 (ふこ)の錢帛 (せんぱく)無 (な)く、戦士 (せんし)、功 (こう)有 (あ)れども、以 (もっ)て賞 (しょう)とすし。又 (また)、厚 (あつ)く初 (しょ)附 (ふ)の人 (ひと)を撫 (ぶ)し、衆心 (しゅうしん)頗 (すこぶ)る怨 (うら)む。徐世勣 (じょせいせき)、嘗 (かつ)て宴會 (えんかい)に因 (よ)り、其 (その)短 (たん)をす。密 (みつ)、懌 (よろこ)ばず。世勣 (せいせき)をして出 (い)でて黎陽 (れいよう)に鎭 (ちん)せしむ。名 (な)は委 (い)任 (にん)すと雖 (いえど)も、實 (じつ)は亦 (また)之 (これ)を疎 (うと)んず。密 (みつ)、洛口倉 (らくこうそう)を開 (ひら)きて米 (こめ)を散 (さん)ずるに、防守典當 (ぼうしゅてんとう)の者 (もの)無 (な)く、又 (また)、文劵 (ぶんけん)無 (な)く、之 (これ)を取 (と)る者 (もの)、意 (い)の多 (た)少 (しょう)に随 (したが)う。或 (あるい)は倉 (くら)を離 (はな)るるの後 (のち)、、す能 (あた)わず、衢路 (くろ)にす。倉城 (そうじょう)より（一七）郭門 (かくもん)に至 (いた)るまで、米 (こめ)厚 (あつ)さ數 (すう)寸 (すん)、車 (しゃ)馬 (ば)の轥 (りん)踐 (せん)する所 (ところ)とる。羣盜 (ぐんとう)來 (きた)りてに就 (つ)く者 (もの)、家 (か)屬 (ぞく)を幷 (あわ)せて百萬口 (まんこう)にし。甕盎 (をうおう)無 (な)く、荊筐 (けいきょう)を織 (お)り、米 (こめ)を淘 (よな)ぐ。洛水 (らくすい)十里 (り)、兩岸 (りょうがん)の間 (あいだ)、を望 (のぞ)むに皆 (みな)白 (はく)沙 (さ)の如 (ごと)し。密 (みつ)喜 (よろこ)びて閏 (じゅん)甫 (ぽ)につてはく、『此 (こ)れ食 (しょく)を足 (た)らすと謂 (い)うし』と。閏甫 (じゅんぽ)對 (こた)へて曰 (い)はく、『國 (くに)は民 (たみ)を以 (もっ)て本 (もと)と爲 (な)し、民 (たみ)は食 (しょく)を以 (もっ)て天 (てん)とす。今 (いま)、民 (たみ)、襁負 (きょうふ)して流 (なが)るるが如 (ごと)くにして至 (いた)る所 (ゆ)以 (えん)は、天 (てん)とする所 (ところ)此 (ここ)に在 (あ)るをてのなり。而 (しか)るに有 (ゆう)司 (し)曾 (かつ)て愛吝 (あいりん)する無 (な)く、（一八）屑越 (せつえつ)すること此 (かく)の如 (ごと)し。竊 (ひそか)にる、一旦 (たん)米 (こめ)盡 (つ)き民 (たみ)散 (さん)ぜんことを。明公 (めいこう)孰 (たれ)と與 (とも)に大業 (たいぎょう)を成 (な)さんや』と。密 (みつ)、之 (これ)を謝 (しゃ)し、即 (すなわ)ち閏甫 (じゅんぽ)を以 (もっ)て司 (し)倉 (そう)參 (さん)軍 (ぐん)事 (じ)に判 (はん)たらしむ。密 (みつ)、東都 (とうと)の兵 (へい)
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數久 (しばしば)敗 (やぶ)れ微 (び)弱 (じゃく)にして將相 (しょうしょう)自 (みずか)ら相 (あい)屠 (と)滅 (めつ)するを以 (もっ)て、謂 (おも)えらく旦夕 (たんせき)に平 (たいら)ぐからんと。王世充 (おうせいじゅう)既 (すで)に大權 (たいけん)を専 (もっぱ)らにし、厚 (あつ)く將 (しょう)士 (し)を賞 (しょう)し、器 (き)械 (かい)を繕 (ぜん)治 (ち)し、亦 (また)陰 (ひそか)に・密 (みつ)を取 (と)らんとる。時 (とき)に隋 (ずい)の軍 (ぐん)、食 (しょく)乏 (とぼ)しく、而 (しか)して密 (みつ)の軍 (ぐん)、少 (すくな)し。世充 (せいじゅう)、交 (こう)易 (えき)せんと請 (こ)う。密 (みつ)、之 (これ)を難 (はばか)る。長史 (ちょうし)邴元眞 (へいげんしん)等 (ら)、各々 (おのおの)私利 (しり)を求 (もと)め、密 (みつ)に勸 (すす)めて之 (これ)を許 (ゆる)さしむ。是 (これ)より先 (さき)、東 (とう)都 (と)の人 (ひと)、密 (みつ)にする、に百を以 (もっ)て數 (かぞ)う。既 (すで)に食 (しょく)を得 (え)、降 (くだ)る者 (もの)益々 (ますます)少 (すくな)し。密 (みつ)、悔 (く)いて止 (や)む。密 (みつ)、宇文化及 (うぶんかきゅう)を破 (やぶ)りてり、其 (その)勁 (けい)卒 (そつ)良 (りょう)馬 (ば)多 (おお)く死 (し)し、士 (し)卒 (そつ)病 (へい)す。世充 (せいじゅう)、其 (その)弊 (へい)に乗 (じょう)じて之 (これ)を撃 (う)たんと欲 (ほっ)す。人心 (じんしん)の壹 (いつ)ならざらんことを恐 (おそ)れ、乃 (すなわ)ち詐 (いつわ)り稱 (しょう)す。『左 (さ)軍 (ぐん)衞 (えい)士 (し)張 (ちょう)永 (えい)通 (つう)、三たびを夢 (ゆめ)み、意 (い)を世充 (せいじゅう)に宣 (せん)せしむ、「當 (まさ)に兵 (へい)をして助 (たす)けて賊 (ぞく)を撃 (う)つべし」と。』乃 (すなわ)ち（十九）周公 (しゅうこう)の爲 (ため)に廟 (びょう)を立 (た)て、兵 (へい)を出 (いだ)す毎 (ごと)に、輒 (すなわ)ち先 (ま)ず禱 (とう)す。世充 (せいじゅう)、巫 (ふ)をして宣 (せん)言 (げん)せしむ、『周公 (しゅうこう)、僕 (ぼく)射 (や)をして急 (きゅう)に李密 (りみつ)をたしめんと欲 (ほっ)す。當 (まさ)に大 (たい)功 (こう)有 (あ)るべし。不 (しから)ずんば即 (すなわ)ち兵 (へい)皆 (みな)疫 (えき)死 (し)せん』と。世充 (せいじゅう)の兵 (へい)は、楚 (そ)人 (ひと)多 (おお)く、妖 (よう)言 (げん)を信 (しん)じ、皆 (みな)、戦 (たたか)わんと請 (こ)う。世充 (せいじゅう)、精鋭 (せいえい)を簡練 (かんれん)し、二萬 (まん)餘 (よ)人 (にん)・馬 (うま)二千餘 (よ)匹 (ひき)を得 (う)。壬子 (じんし)、師 (し)を出 (いだ)して密 (みつ)を撃 (う)つ。旗幡 (きはん)の上 (うえ)に、皆 (みな)（二十）永通 (えいつう)の字 (じ)を書 (しょ)し、軍容 (ぐんよう)甚 (はなは)だ盛 (さかん)なり。癸丑 (きちゅう)、偃師 (えんし)に至 (いた)り、（二一）通濟渠 (つうせいきょ)の南 (みなみ)にし、三橋 (きょう)を渠上 (きょじょう)に作 (つく)る。密 (みつ)、王伯當 (おうはくとう)を留 (とど)めて金墉 (きんよう)を守 (まも)らしめ、自 (みずか)ら精 (せい)兵 (へい)を引 (ひ)き、偃師 (えんし)の北 (きた)に出 (い)で、邙山 (ぼうざん)をしてて之 (これ)を待 (ま)つ。密 (みつ)、諸將 (しょしょう)を召 (め)してす。裵仁基 (はいじんき)曰 (い)はく、『世充 (せいじゅう)、衆 (しゅう)を悉 (つく)して至 (いた)る。
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洛下 (らくか)必 (かなら)ず虚 (むな)しからん。兵 (へい)を分 (わか)ちて要路 (ようろ)を守 (まも)り・東 (ひがし)するをざらしめ・精 (せい)兵 (へい)三萬 (まん)を簡 (えら)び・河 (か)西 (せい)に傍 (そ)うて出 (い)で・以 (もっ)て東都 (とうと)に逼 (せま)るし。還 (かえ)らば、我 (われ)且 (しばら)く甲 (こう)を按 (あん)ぜん。世充 (せいじゅう)再 (ふたた)び出 (い)でば、我 (われ)又 (また)之 (これ)に逼 (せま)らん。此 (かく)の如 (ごと)くせばち我 (われ)は餘 (よ)力 (りょく)有 (あ)り、彼 (かれ)は奔命 (ほんめい)に勞 (つか)れ、之 (これ)を破 (やぶ)らんこと必 (ひつ)せり』と。密 (みつ)曰 (い)はく、『公 (こう)の言 (げん)大 (おおい)にし。今 (いま)、東都 (とうと)の兵 (へい)、三つのるからざる有 (あ)り。兵 (へい)仗 (じょう)の精鋭 (せいえい)なる、一なり。計 (はかりごと)をしてく入 (い)る、二なり。食 (しょく)盡 (つ)きて戦 (たたか)いを求 (もと)むる、三なり。我 (われ)、だに乗 (のぼ)りて固 (かた)く守 (まも)り、力 (ちから)を蓄 (たくわ)えて以 (もっ)てを待 (ま)たば、彼 (かれ)、わんと欲 (ほっ)するも得 (え)ず、走 (はし)るをむるも無 (な)く、十日 (とおか)を過 (す)ぎずして、世充 (せいじゅう)の頭 (こうべ)、に致 (いた)す可 (べ)からん』と。陳智略 (ちんちりゃく)・樊文超 (はんぶんちょう)・單雄信 (ぜんゆうしん)、皆 (みな)曰 (い)はく、『世充 (せいじゅう)の戦 (せん)卒 (そつ)を計 (はか)るに甚 (はなは)だく、屢々 (しばしば)摧 (さい)破 (は)を經 (へ)、悉 (ことごと)く已 (すで)に膽 (たん)を喪 (うしな)う。兵 (へい)法 (ほう)に曰 (い)はく、「倍 (ばい)すれば則 (すなわ)ち戦 (たたか)う」と況 (いわん)や啻 (ただ)に倍 (ばい)するのみならざるをや。且 (か)つ江淮 (こうわい)の新 (しん)附 (ぷ)の士 (し)、此 (この)機 (き)に因 (よ)りて勲效 (くんこう)をべんことをむ。其 (その)鋒 (ほう)に及 (およ)びて之 (これ)をいば、以 (もっ)て志 (こころざし)を得 (う)可 (べ)からん』と。是 (これ)にて、諸將 (しょしょう)諠然 (けんぜん)として、戦 (たたか)わんと欲 (ほっ)する者 (もの)什 (じゅう)に七八。密 (みつ)、衆 (しゅう)議 (ぎ)に惑 (まど)うて之 (これ)に従 (したが)う。仁基 (じんき)、苦 (ねんご)ろに争 (あらそ)えども得 (う)る能 (あた)わず。地 (ち)をちてじて曰 (い)はく、『公 (こう)後 (のち)必 (かなら)ず之 (これ)を悔 (く)いん』と。魏徴 (ぎちょう)、長史 (ちょうし)鄭頲 (ていてい)につてはく、『魏 (ぎ)公 (こう)、驟々 (しばしば)勝 (かち)つと雖 (いえど)も、而 (しか)も驍 (ぎょう)將 (しょう)鋭 (えい)卒 (そつ)多 (おお)く死 (し)し、戦士 (せんし)心 (こころ)怠 (おこた)る。此 (この)二 (ふた)つの者 (もの)は、以 (もっ)て敵 (てき)にじし。且 (か)つ世充 (せいじゅう)、食 (しょく)乏 (とぼ)しく、志 (こころざし)、死 (し)戦 (せん)するに在 (あ)り。與 (とも)に鋒 (ほう)を争 (あらそ)い難 (がた)し。未 (いま)だ溝 (ほり)を深 (ふか)くし壘 (るい)を高 (たか)くして以 (もっ)て之 (これ)を拒 (ふせ)ぐに若 (し)かず。旬 (じゅん)月 (げつ)を過 (す)ぎずして、世充 (せいじゅう)、盡 (つ)き、必 (かなら)ず自 (みずか)ら退 (しりぞ)かん。追 (お)うて之 (これ)を撃 (う)たば、勝 (か)たざる蔑 (な)からん』と。頲 (てい)曰 (い)はく、『此 (こ)れ（二二）
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老生 (ろうせい)の常談 (じょうだん)なるのみ』と。徴 (ちょう)曰 (い)はく、『此 (こ)れ乃 (すなわ)ち奇 (き)策 (さく)なり。何 (なん)ぞと謂 (い)うや』と。衣 (い)を拂 (はら)つて起 (た)つ。程知節 (ていちせつ)、内馬軍 (ないばぐん)を將 (ひき)ゐ (い)て、密 (みつ)と營 (えい)を同 (おな)じくし、北邙山 (ほくぼうざん)の上 (うえ)に在 (あ)り。單雄信 (ぜんゆうしん)、外馬軍 (がいばぐん)を將 (ひき)ゐ (い)て、偃師 (えんし)城 (じょう)の北 (きた)にす。世充 (せいじゅう)、數 (すう)百騎 (き)を遣 (つか)わし、通濟渠 (つうせいきょ)を度 (わた)り、雄信 (ゆうしん)の營 (えい)を攻 (せ)めしむ。密 (みつ)、裵行儼 (はいこうげん)を遣 (つか)わし、知節 (ちせつ)と與 (とも)に之 (これ)を助 (たす)けしむ。行儼 (こうげん)先 (ま)ず馳 (は)せて敵 (てき)に赴 (おもむ)く。流 (りゅう)矢 (し)中 (あた)りてに墜 (お)つ。知節 (ちせつ)、之 (これ)を救 (すく)い、數 (すう)人 (にん)を殺 (ころ)す。世充 (せいじゅう)の軍 (ぐん)、す。乃 (すなわ)ち、行儼 (こうげん)を抱 (いだ)き、（二三）重 (ちょう)騎 (き)して還 (かえ)る。世充 (せいじゅう)のの遂 (お)うとる。槊 (さく)を刺 (さ)して洞 (とう)過 (か)す。知節 (ちせつ)、身 (み)を廻 (めぐ)らし、其 (その)槊 (さく)を（二四）捩折 (れいせつ)し、兼 (か)ねて追 (お)う者 (もの)を斬 (き)り、行儼 (こうげん)と倶 (とも)にる。會々 (たまたま)日 (ひ)暮 (く)れ、各々 (おのおの)兵 (へい)を斂 (おさ)めて營 (えい)に還 (かえ)る。密 (みつ)の驍将 (ぎょうしょう)孫長樂 (そんちょうらく)等 (ら)十餘 (よ)人 (にん)、皆 (みな)重創 (じゅうそう)を被 (こうむ)る。密 (みつ)新 (あらた)に宇文化及 (うぶんかきゅう)を破 (やぶ)り、世充 (せいじゅう)を輕 (かろ)んずるの心 (こころ)有 (あ)り、壁 (へき)壘 (るい)を設 (もう)けず、世充 (せいじゅう)、、二百餘 (よ)騎 (き)を遣 (つか)わし、潜 (ひそか)に（二五）北山 (ほくざん)に入 (い)り、谿谷中 (けいこくちゅう)に伏 (ふく)せしめ、軍 (ぐん)士 (し)に命 (めい)じ、皆 (みな)馬 (うま)に秣 (まぐさか)い食 (しょく)せしめ、甲寅 (こういん)旦 (たん)、に戦 (たたか)わんとす。世充 (せいじゅう)、衆 (しゅう)に誓 (ちか)つてはく、『今 (こん)日 (にち)の戦 (たたか)いは、直 (ただ)に勝負 (しょうぶ)を争 (あらそ)うのみに非 (あら)ず、死 (し)生 (せい)のるること、此 (この)一擧 (きょ)に在 (あ)り。しれ捷 (か)たば、富貴 (ふうき)固 (もと)より論 (ろん)ぜざる所 (ところ)なり。しれ捷 (か)たずんば、必 (かなら)ず一人 (にん)のるるをる無 (な)からん。争 (あらそ)う所 (ところ)の者 (もの)は死 (し)なり。り國 (くに)のめのみに非 (あら)ず。各々 (おのおの)宜 (よろ)しく之 (これ)を勉 (つと)むべし』と。遲 (ち)明 (めい)、兵 (へい)を引 (ひ)きて密 (みつ)に薄 (せま)る。密 (みつ)、兵 (へい)を出 (いだ)して之 (これ)にず。未 (いま)だ列 (れつ)を成 (な)すに及 (およ)ばず。世充 (せいじゅう)、兵 (へい)をちて之 (これ)をつ。世充 (せいじゅう)の士 (し)卒 (そつ)、皆 (みな)、の剽 (ひょう)勇 (ゆう)にして、出 (しゅつ)入 (にゅう)すること飛 (と)ぶがし。世充 (せいじゅう)、先 (さき)に一人 (にん)の貌 (ぼう)の密 (みつ)に類 (に)たる者 (もの)をめ、縛 (ばく)して之 (これ)
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をし、戦 (たたかい)方 (まさ)に酣 (たけなわ)なるとき、牽 (ひ)きて以 (もっ)て陳前 (じんぜん)を過 (す)ぎしめ、譟 (さわ)ぎて曰 (い)はく、『已 (すで)に李密 (りみつ)を獲 (え)たり』と。士 (し)卒 (そつ)、皆 (みな)、萬歳 (ばんさい)と呼 (よ)ぶ。其 (その)伏 (ふく)兵 (へい)・し、高 (たか)きに乗 (じょう)じて下 (くだ)り、馳 (は)せて密 (みつ)の營 (えい)を壓 (あつ)し、火 (ひ)を縱 (はな)ちて其 (その)盧舎 (ろしゃ)を焚 (や)く。密 (みつ)の衆 (しゅう)大 (おおい)にゆ。其 (その)將 (しょう)張 (ちょう)童 (どう)仁 (じん)・陳智略 (ちんちりゃく)、皆 (みな)降 (くだ)る。密 (みつ)、萬 (まん)餘 (よ)人 (にん)と與 (とも)に、馳 (は)せて洛口 (らくこう)に向 (むか)う。世充 (せいじゅう)、夜 (よる)、偃師 (えんし)を圍 (かこ)む。鄭頲 (ていてい)、偃師 (えんし)を守 (まも)る。其 (その)部下 (ぶか)、城 (しろ)を翻 (ひるがえ)して世充 (せいじゅう)を納 (い)る。初 (はじ)め世充 (せいじゅう)の家 (か)屬 (ぞく)、に在 (あ)り。宇文化及 (うぶんかきゅう)に随 (したが)つて滑臺 (かつだい)に至 (いた)る。又 (また)、王 (おう)軌 (き)に随 (したが)つて李密 (りみつ)に入 (い)る。密 (みつ)、偃師 (えんし)に留 (とど)め、以 (もっ)て世充 (せいじゅう)を招 (まね)かんと欲 (ほっ)す。偃師 (えんし)の破 (やぶ)るるにび、世充 (せいじゅう)、兄 (あに)世 (せい)偉 (い)の子 (こ)玄 (げん)應 (おう)・虔 (けん)恕 (じょ)・瓊 (けい)等 (ら)を得 (え)、又 (また)、密 (みつ)の將 (しょう)左 (さ)裵仁基 (はいじんき)・鄭頲 (ていてい)・祖 (そ)君 (くん)彦 (げん)等 (ら)數 (すう)十人 (にん)を獲 (え)たり。世充 (せいじゅう)、是 (これ)にて、兵 (へい)を整 (ととの)えて洛口 (らくこう)に向 (むか)かい、邴元眞 (へいげんしん)の妻 (さい)子 (し)・鄭 (てい)虔 (けん)象 (しょう)の母 (はは)及 (およ)び密 (みつ)の諸將 (しょしょう)の子 (し)弟 (てい)を得 (え)、、之 (これ)を撫 (ぶ)慰 (い)し、潜 (ひそか)に其 (その)父兄 (ふけい)を呼 (よ)ばしむ。初 (はじ)め邴元眞 (へいげんしん)、縣 (けん)吏 (り)とり、贓 (ぞう)に坐 (ざ)して亡命 (ぼうめい)し、翟讓 (たくじょう)に瓦 (が)岡 (こう)に従 (したが)う。讓 (じょう)、其 (その)の嘗 (かつ)て吏 (り)たるを以 (もっ)て、書 (しょ)記 (き)を掌 (つかさど)らしむ。密 (みつ)が幕 (ばく)府 (ふ)を開 (ひら)き・時 (じ)英 (えい)を妙 (みょう)選 (せん)するに及 (およ)び、讓 (じょう)、元眞 (げんしん)を薦 (すす)めて長史 (ちょうし)とす。（二六）密 (みつ)、むをずして之 (これ)を用 (もち)う。行軍 (こうぐん)の謀畫 (ぼうかく)、未 (いま)だ嘗 (かつ)て參 (さん)預 (よ)せず。密 (みつ)、してを拒 (ふせ)ぐや、元眞 (げんしん)を留 (とど)めて洛口倉 (らくこうそう)を守 (まも)らしむ。元眞 (げんしん)、性 (せい)貪 (たん)鄙 (ぴ)なり。宇 (う)文 (ぶん)溫 (おん)、密 (みつ)につてはく、『元眞 (げんしん)を殺 (ころ)さずんば、必 (かなら)ず公 (こう)の患 (うれ)いを爲 (な)さん』と。密 (みつ)、應 (こた)えず。元眞 (げんしん)、之 (これ)を知 (し)り、陰 (ひそか)に・密 (みつ)に叛 (そむ)かんと謀 (はか)る。楊慶 (ようけい)、之 (これ)を聞 (き)き、以 (もっ)て、密 (みつ)に告 (つ)ぐ。密 (みつ)、固 (もと)より焉 (これ)を疑 (うたが)う。是 (ここ)に至 (いた)りて、密 (みつ)將 (まさ)に洛口 (らくこう)城 (じょう)に入 (い)らんとす。元眞 (げんしん)已 (すで)に人 (ひと)を遣 (つか)わし、潜 (ひそか)に世充 (せいじゅう)を引 (ひ)く。密 (みつ)、知 (し)れどもせず。因 (よ)つて衆 (しゅう)と謀 (はか)り、世充 (せいじゅう)の兵 (へい)の半 (なかば)洛水 (らくすい)をるをち、然 (しか)
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る後 (のち)之 (これ)をたんとす。世充 (せいじゅう)の軍 (ぐん)至 (いた)る。密 (みつ)の候 (こう)騎 (き)、時 (とき)に覺 (さと)らず。將 (まさ)に出 (い)で戦 (たたか)わんとする比 (ころ)おい、世充 (せいじゅう)の軍 (ぐん)悉 (ことごと)く已 (すで)に濟 (わた)る。單雄信 (ぜんゆうしん)等 (ら)、又 (また)、兵 (へい)を勒 (ろく)して自 (みずか)らる。密 (みつ)自 (みずか)ら・支 (ささ)うる能 (あた)わざるを度 (はか)り、麾下 (きか)の輕 (けい)騎 (き)を帥 (ひき)、虎 (こ)牢 (ろう)に奔 (はし)る。元眞 (げんしん)遂 (つい)に城 (しろ)を以 (もっ)て降 (くだ)る。初 (はじ)め雄信 (ゆうしん)、驍捷 (ぎょうしょう)にして、善 (よ)く馬 (ば)槊 (さく)を用 (もち)う。名 (な)、諸軍 (しょぐん)に冠 (かん)たり。軍中 (ぐんちゅう)、して將 (しょう)とう。（二七）彦藻 (げんそう)、雄信 (ゆうしん)が去就 (きょうしゅう)を輕 (かろ)んずるを以 (もっ)て、密 (みつ)に勸 (すす)めて之 (これ)を除 (のぞ)かしむ。密 (みつ)、其 (その)才 (さい)を愛 (あい)し、忍 (しの)びざるなり。密 (みつ)が利 (り)を失 (うしな)うに及 (およ)び、雄信 (ゆうしん)遂 (つい)に所部 (しょぶ)を以 (い)て世充 (せいじゅう)に降 (くだ)る。密 (みつ)將 (まさ)に黎陽 (れいよう)に如 (ゆ)かんとす。或 (あ)るひと曰 (い)はく、（二八）『翟讓 (たくじょう)を殺 (ころ)すの際 (さい)、徐世勣 (じょせいせき)幾 (ほとん)ど死 (し)せんとせり。今 (いま)、利 (り)を失 (うしな)うて之 (これ)にかば、安 (いずく)んぞ保 (ほう)す可 (べ)けんや』と。時 (とき)に王伯當 (おうはくとう)、金墉 (きんよう)を棄 (す)て、河 (か)陽 (よう)に保 (ほう)す。密 (みつ)、虎 (こ)牢 (ろう)より之 (これ)にす。諸將 (しょしょう)を引 (ひ)きて共 (とも)に議 (ぎ)す。密 (みつ)、南 (みなみ)は河 (か)を阻 (そ)とし・北 (きた)は太 (たい)行 (こう)を守 (まも)り・東 (ひがし)は黎陽 (れいよう)を連 (つら)ね・以 (もっ)て進取 (しんしゅ)をらんとす。諸將 (しょしょう)皆 (みな)曰 (い)はく、『今 (いま)兵 (へい)新 (あらた)に利 (り)を失 (うしな)い、危 (あやぶ)みる。しに停留 (ていりゅう)せば、恐 (おそ)らくは叛亡 (はんぼう)して日 (ひ)ならずしてきん。又 (また)、人情 (にんじょう)、願 (ねが)わず。以 (もっ)て功 (こう)を成 (な)し難 (がた)し』と。密 (みつ)曰 (い)はく、『孤 (こ)が恃 (たの)む所 (ところ)の者 (もの)は衆 (しゅう)なり。衆 (しゅう)既 (すで)に願 (ねが)わずんば、孤 (こ)の道 (みち)窮 (きわ)まれり。自 (みずか)ら刎 (くびは)ねて以 (もっ)て衆 (しゅう)に謝 (しゃ)せんと欲 (ほっ)す』と。伯當 (はくとう)、密 (みつ)を抱 (いだ)きて（二九）號 (ごう)絶 (ぜつ)す。衆 (しゅう)皆 (みな)泣 (きゅう)す。密 (みつ)復 (ま)たはく、『諸君 (しょくん)幸 (さいわ)いに相 (あい)棄 (す)てずんば、當 (まさ)に共 (とも)に關中 (かんちゅう)にすべし。密 (みつ)が身 (み)は功 (こう)無 (な)しと雖 (いえど)も、諸君 (しょくん)は必 (かなら)ず富貴 (ふうき)を保 (たも)たん』と。府掾 (ふえん)柳燮 (りゅうしょう)曰 (い)はく、『明公 (めいこう)は唐 (とう)公 (こう)と同族 (どうぞく)にして、兼 (か)ねて（三十）疇 (ちゅう)昔 (せき)の好 (よしみ)有 (あ)り。兵 (へい)を起 (おこ)すに陪 (ばい)
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せずと雖 (いえど)も、然 (しか)も東都 (とうと)を阻 (はば)み、隋 (ずい)の歸路 (きろ)をち、唐 (とう)公 (こう)をして戦 (たたか)わずして長安 (ちょうあん)に據 (よ)らしめしは、此 (こ)れ亦 (また)公 (こう)の功 (こう)なり』と。衆 (しゅう)咸 (みな)曰 (い)はく、『然 (しか)り』と。密 (みつ)、又 (また)、王伯當 (おうはくとう)につてはく、『將軍 (しょうぐん)の室 (しつ)家 (か)は重大 (じゅうだい)なり。豈 (あ)に復 (ま)た孤 (こ)と俱 (とも)にかんや』と。伯當 (はくとう)曰 (い)はく、『昔 (むかし)、（三一）蕭何 (しょうか)、く子弟 (してい)を帥 (ひき)ゐ (い)、以 (もっ)て漢王 (かんおう)に従 (したが)えり。伯當 (はくとう)恨 (うら)むらくは兄弟 (けいてい)倶 (とも)に従 (したが)わざるを。豈 (あ)に公 (こう)が今 (こん)日 (にち)・利 (り)を失 (うしな)うを以 (もっ)て、遂 (つい)に去就 (きょうしゅう)を輕 (かろ)んぜんや。縱 (たと)い身 (み)原野 (げんや)に分 (わか)かるとも、亦 (また)、甘心 (かんしん)する所 (ところ)なり』と。左 (さ)右 (ゆう)、感激 (かんげき)せざるもの莫 (な)し。密 (みつ)に従 (したが)つてに入 (い)る者 (もの)、凡 (およ)そ二萬 (まん)人 (にん)。是 (ここ)にて、密 (みつ)の將帥 (しょうすい)・州 (しゅう)縣 (けん)、多 (おお)く隋 (ずい)に降 (くだ)る。朱粲 (しゅさん)も亦 (また)使 (つかい)を遣 (つか)わして隋 (ずい)に降 (くだ)る。皇泰主 (こうたいしゅ)、粲 (さん)を以 (もっ)て楚 (そ)王 (おう)とす。
　甲寅 (こういん)、（三二）秦州總管 (しんしゅうそうかん)竇 (とう)軌 (き)、仁 (じん)果 (か)を撃 (う)ち、利 (り)あらず。驃騎 (ひょうき)將軍 (しょうぐん)劉感 (りゅうかん)、（三三）涇州 (けいしゅう)にす。仁果 (じんか)、之 (これ)を圍 (かこ)む。城中 (じょうちゅう)、糧 (りょう)盡 (つ)く。感 (かん)、乗 (の)る所 (ところ)の馬 (うま)を殺 (ころ)し、以 (もっ)て將士 (しょうし)に分 (わか)つ。感 (かん)は一も噉 (くら)う所 (ところ)無 (な)く、唯 (た)だ骨 (こつ)を煮 (に)て汁 (しる)を取 (と)り、木屑 (もくせつ)を和 (わ)して之 (これ)を食う。城 (しろ)、陥 (おちい)るに垂 (なん)なんとする者 (こと)數久 (しばしば)なり。會々 (たまたま)長平王 (ちょうへいおう)叔良 (しゅくりょう)の（三四）將士 (しょうし)、に至 (いた)る。仁果 (じんか)乃 (すなわ)ち『食 (しょく)盡 (つ)く一と揚言 (ようげん)し、兵 (へい)を引 (ひ)きて南 (みなみ)に去 (さ)る。乙卯 (いつぼう)、又 (また)、高墌 (こうしょ)の人 (ひと)を遣 (つか)わし、僞 (いつわ)りて城 (しろ)を以 (もっ)て降 (くだ)らしむ。叔良 (しゅくりょう)、感 (かん)を遣 (つか)わし、衆 (しゅう)を帥 (ひき)て之 (これ)に赴 (おもむ)かしむ。己未 (きみ)、城下 (じょうか)に至 (いた)りてを叩 (たた)く。城中 (じょうちゅう)の人 (ひと)曰 (い)はく、『賊 (ぞく)已 (すで)に去 (さ)る。城 (しろ)を踰 (こ)えて入 (い)るし』と。感 (かん)、命 (めい)じて其 (その)門 (もん)を燒 (や)かしむ。
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　城上 (じょうじょう)、水 (みず)を下 (くだ)して之 (これ)に灌 (そそ)ぐ。感 (かん)、其 (その)のなるをり、歩 (ほ)兵 (へい)を遣 (つか)わして先 (ま)ず還 (かえ)らしめ、自 (みずか)ら精 (せい)兵 (へい)を帥 (ひき)てをす。俄 (にわか)にして城上 (じょうじょう)、三烽 (ぽう)をげ、仁果 (じんか)の兵 (へい)、南原 (なんげん)より大 (おおい)に下 (くだ)り、百里 (り)細川 (さいせん)に戦 (たたか)う。唐 (とう)の軍 (ぐん)大 (おおい)に敗 (やぶ)れ、感 (かん)、仁果 (じんか)の擒 (とりこ)にする所 (ところ)とる。仁果 (じんか)復 (ま)た州 (しゅう)を圍 (かこ)み、感 (かん)をして城中 (じょうちゅう)に語 (かた)りて『援軍 (えんぐん)已 (すで)に敗 (やぶ)る。早 (はや)く降 (くだ)るに如 (し)かず』と云 (い)わしむ。感 (かん)、之 (これ)を許 (ゆる)し、城下 (じょうか)に至 (いた)り、大 (おおい)に呼 (よ)びてはく、『逆賊 (ぎゃくぞく)飢餒 (きたい)し、亡 (ほろ)びんこと旦夕 (たんせき)に在 (あ)り。秦王 (しんおう)、數 (すう)十萬 (まん)の衆 (しゅう)を帥 (ひき)、四面 (めん)より俱 (とも)に集 (あつ)まる。城中 (じょうちゅう)、憂 (うれ)うる勿 (なか)れ。之 (これ)を勉 (つと)めよ』と。仁果 (じんか)怒 (いか)り、感 (かん)を城 (じょう)旁 (ぼう)にえ、之 (これ)を埋 (うず)めて膝 (ひざ)に至 (いた)り、馳 (は)せて之 (これ)を射 (しゃ)す。死 (し)に至 (いた)るまで、聲色逾々 (せいしょくいよいよ)厲 (はげ)し。叔良 (しゅくりょう)、城 (しろ)に嬰 (よ)りて固 (かた)く守 (まも)り、僅 (わずか)に能 (よ)く自 (みずか)ら全 (まった)くす。感 (かん)は（三五）豊生 (ほうせい)の孫 (まご)なり。
　庚申 (こうしん)、（三六）隴 (りょう)州 (しゅう)の刺史 (しし)陝人 (せんぴと)常達 (じょうたつ)、薛仁果 (せつじんか)を（三七）宜 (ぎ)祿 (ろく)川 (せん)に撃 (う)ち、斬首 (ざんしゅ)千餘 (よ)級 (きゅう)。
　上 (じょう)、従子 (じゅうし)襄 (じょう)武 (ぶ)公 (こう)琛 (ちん)・太常卿 (たいじょうけい)鄭元璹 (ていげんしゅく)を遣 (つか)わし、女妓 (じょぎ)を以 (もっ)て突厥 (とっけつ)の始 (し)畢 (ひつ)可 (か)汗 (かん)に遺 (おく)る。壬戌 (じんじゅつ)（三八）始 (し)畢 (ひつ)復 (ま)たを遣 (つか)わして來 (きた)らしむ。
　癸亥 (きがい)（三九）白馬 (はくば)の道士 (どうし)傅 (ふ)仁 (じん)均 (きん)、（四十）戊寅 (ぼいん)暦 (れき)を造 (つく)りてる。奏上 (そうじょう)して之 (これ)を行 (おこな)う。
　薛 (せつ)仁果 (じんか)、屢々 (しばしば)常達 (じょうたつ)を攻 (せ)め、つ能 (あた)わず。乃 (すなわ)ち其 (その)將 (しょう)仵 (ご)士 (し)政 (せい)を遣 (つか)わし、數 (すう)百人 (にん)を以 (い)て詐 (いつわ)り降 (くだ)らしむ。達 (たつ)厚 (あつ)く之 (これ)を撫 (ぶ)す。乙丑 (いつちゅう)、士 (し)政 (せい)、隙 (げき)を伺 (うかが)い、其 (その)徒 (と)を以 (もっ)て達 (たつ)をし、城中 (じょうちゅう)二千人 (にん)を擁 (よう)して。仁果 (じんか)に降 (くだ)る。
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達 (たつ)、仁果 (じんか)を見 (み)、詞 (し)色 (しょく)、屈 (くつ)せず。仁果 (じんか)、壯 (そう)として之 (これ)を釋 (ゆる)す。奴 (ど)賊 (ぞく)帥 (すい)張貴 (ちょうき)、につてはく、『汝 (なんじ)、我 (われ)を識るか』と。達 (たつ)曰 (い)はく、『汝 (なんじ)は死 (し)をるるなるのみ』と。貴 (き)怒 (いか)り、之 (これ)を殺 (ころ)さんと欲 (ほっ)す。人 (ひと)、之 (これ)を救 (すく)い、免 (まぬか)るるをたり。
　辛未 (しんび)、隋 (ずい)の太上皇 (たいじょうこう)を追 (つい)諡 (し)して煬帝 (ようだい)とす。
　宇文化及 (うぶんかきゅう)、魏 (ぎ)縣 (けん)に至 (いた)る。張闓 (ちょうがい)等 (ら)、之 (これ)を去 (さ)らんと謀 (はか)る。事 (こと)覺 (あら)われ、化及 (かきゅう)、之 (これ)を殺 (ころ)す。腹心 (ふくしん)稍 (ようや)く盡 (つ)き、兵 (へい)勢 (せい)日 (ひ)々 (び)に蹙 (ちぢ)まり、兄弟 (けいてい)更 (さら)に他 (た)の計 (けい)無 (な)く、だ聚 (あつ)まりて酣 (かん)宴 (えん)し、女 (じょ)樂 (がく)を奏 (そう)す。醉 (よ)うてを尤 (とが)めて曰 (い)はく、『我 (われ)初 (はじ)め知 (し)らず。汝 (なんじ)が計 (けい)を爲 (な)し・強 (し)いて來 (きた)りてを立 (た)つるに由 (よ)る。今 (いま)、向 (むか)う所 (ところ)成 (な)る無 (な)く、士 (し)馬 (ば)日 (ひ)々 (び)に散 (さん)ず。君 (きみ)をするのを負 (お)い、天 (てん)下 (か)の容 (い)れざる所 (ところ)なり。今 (い)者 (ま)族 (ぞく)を滅 (ほろ)ぼすは、豈 (あ)に汝 (なんじ)に由 (よ)らずや』と。其 (その)兩 (りょう)子 (し)を持 (じ)して泣 (な)く。智及 (ちきゅう)怒 (いか)りてはく、『事 (こと)捷 (か)つの、初 (はじ)め尤 (とがめ)を賜 (たま)わらず。其 (その)の將 (まさ)に敗 (やぶ)れんとするに及 (およ)び、乃 (すなわ)ち罪 (つみ)をせんとす。何 (なん)ぞを殺 (ころ)して以 (もっ)て竇建德 (とうけんとく)に降 (くだ)らざる』と。數久 (しばしば)相 (あい)鬭 (とう)鬩 (げき)し、言 (げん)、長幼 (ちょうよう)無 (な)く、醒 (さ)めて復 (ま)た飮 (の)む。此 (これ)を以 (もっ)て恒 (つね)とす。其 (その)衆 (しゅう)多 (おお)く亡 (に)ぐ。化及 (かきゅう)自 (みずか)ら・必 (かなら)ず敗 (やぶ)れんことを知 (し)り、嘆 (たん)じて曰 (い)はく、『人生 (じんせい)は固 (もと)より當 (まさ)に死 (し)すべし。豈 (あ)に一日 (にち)も帝 (てい)とらざらんや』と。是 (ここ)にて、秦王 (しんおう)浩 (こう)を鴆 (ちん)殺 (さつ)し、皇帝 (こうてい)の位 (くらい)に魏 (ぎ)縣 (けん)に即 (つ)き、國 (くに)を（四一）許 (きょ)とし、天 (てん)壽 (じゅ)と改元 (かいげん)し、百官 (かん)を置 (ち)す。
　冬 (ふゆ)十月 (がつ)壬申 (じんしん)朔 (さく)、、之 (これ)を食 (しょく)する有 (あ)り。
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　戊寅 (ぼいん)、突厥 (とっけつ)の骨咄祿 (こつとつろく)をす。骨咄祿 (こつとつろく)を引 (ひ)きて御坐 (ぎょざ)に升 (のぼ)らしめ、以 (もっ)て之 (これ)を寵 (ちょう)す。
　李密 (りみつ)將 (まさ)に至 (いた)らんとす。上 (じょう)、使 (つかい)を遣 (つか)わして迎 (むか)え勞 (ねぎら)うこと、道 (みち)に相 (あい)望 (のぞ)む。密 (みつ)大 (おおい)に喜 (よろこ)び、其 (その)徒 (と)につてはく、『我 (われ)、百萬 (まん)を擁 (よう)し、一朝 (ちょう)、甲 (こう)を解 (と)きて唐 (とう)にす。山東 (さんとう)の連 (れん)城 (じょう)數 (すう)百、我 (わ)が此 (ここ)に在 (あ)るをり、使 (つかい)を遣 (つか)わしてを招 (まね)かば、亦 (また)當 (まさ)に盡 (ことごと)く至 (いた)るべし。（四二）竇融 (とうゆう)に比 (ひ)して、功 (こう)亦 (また)細 (さい)ならず。豈 (あ)に一台 (たい)司 (し)を以 (もっ)て處 (しょ)せられざらんや』と。己 (き)卯 (ぼう)、長安 (ちょうあん)に至 (いた)る。有 (ゆう)司 (し)供 (きょう)待 (たい)すること稍薄 (ややうす)し。所部 (しょぶ)の兵 (へい)、累日 (るいじつ)、食 (しょく)を得 (え)ず。衆心 (しゅうしん)頗 (すこぶ)る怨 (うら)む。既 (すで)にして密 (みつ)を以 (もっ)て光祿卿 (こうろくけい)・上柱國 (じょうちゅうこく)と爲 (な)し、爵 (しゃく)邢國 (けいこく)公 (こう)を賜 (たま)う。密 (みつ)既 (すで)に望 (のぞみ)に満 (み)たず、朝臣 (ちょうしん)又 (また)多 (おお)く之 (これ)をんじ、執 (しっ)政 (せい)者 (しゃ)或 (あるい)は來 (きた)りてを求 (もと)む。意 (い)甚 (はなは)だ不 (ふ)平 (へい)なり。り、之 (これ)を親禮 (しんれい)し、常 (じょう)に呼 (よ)びてと爲 (な)し、舅 (きゅう)の子 (こ)獨 (どく)孤 (こ)氏 (し)を以 (もっ)て之 (これ)に妻 (めあわ)す。
　庚辰 (こうしん)、右翊衞大將軍淮安王 (ゆうよくえいたいしょうぐんわいあんおう)神通 (しんつう)にして、山東道安撫大使 (さんとうどうあんぶたいし)と爲 (な)し、山東 (さんとう)の諸軍 (しょぐん)竝 (ならび)に節 (せつ)度 (ど)を受 (う)け、（四三）黄門侍郎 (こうもんじろう)崔民幹 (さいみんかん)を以 (もっ)て副 (ふく)とす。
　鄧 (とう)州 (しゅう)の刺史 (しし)呂子臧 (りょしぞう)、馬 (ば)元 (げん)規 (き)と與 (とも)に、朱粲 (しゅさん)をちてを破 (やぶ)る。子 (し)臧 (ぞう)、元 (げん)規 (き)に言 (い)つてはく、『粲 (さん)新 (あらた)に敗 (やぶ)れ、危 (あやぶ)みる。請 (こ)う力 (ちから)を併 (あわ)せて之 (これ)を撃 (う)たん。一擧 (きょ)にして・滅 (ほろ)ぼす可 (べ)からん。したし、其 (その)徒 (と)稍 (ようや)く集 (あつ)まり、力 (ちから)彊 (つよ)く食 (しょく)盡 (つ)き、死 (し)を我 (われ)にさば、を爲 (な)すこと方 (まさ)に深 (ふか)からん』と。元規 (げんき)、従 (したが)わず。子 (し)臧 (ぞう)、りの兵 (へい)を以 (もっ)て之 (これ)を撃 (う)たんと請 (こ)う。元規 (げんき)、許 (ゆる)さず。既 (すで)にして、粲 (さん)、餘 (よ)衆 (しゅう)を収集 (しゅうしゅう)し、兵 (へい)
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復 (ま)たに振 (ふる)い、自 (みずか)ら楚 (そ)帝 (てい)と冠軍 (かんぐん)にし、昌 (しょう)達 (たつ)とす。進 (すす)みて鄧 (とう)州 (しゅう)を攻 (せ)む。子 (し)臧 (ぞう)、膺 (むね)を撫 (ぶ)し、元規 (げんき)につてはく、『老 (ろう)夫 (ふ)、今 (いま)、公 (こう)に坐 (ざ)して死 (し)せん』と。粲 (さん)、（四四）南陽 (なんよう)を圍 (かこ)む。會々 (たまたま)霖雨 (りんう)にて城 (しろ)壊 (やぶ)る。所親 (しょしん)、子 (し)臧 (ぞう)に・降 (くだ)らんことを勸 (すす)む。子 (し)臧 (ぞう)曰 (い)はく、『安 (いずく)んぞ天 (てん)子 (し)の方 (ほう)伯 (はく)にして賊 (ぞく)に降 (くだ)る者 (もの)有 (あ)らんや』と。麾下 (きか)を帥 (ひき)、敵 (てき)に赴 (おもむ)きて死 (し)す。俄 (にわか)にして城 (しろ)陥 (おちい)り、（四五）元規 (げんき)も亦 (また)死 (し)す。
　癸未 (きび)、王世充 (おうせいじゅう)、李密 (りみつ)の美人 (びじん)・珍 (ちん)寶 (ぽう)及 (およ)び將 (しょう)卒 (そつ)十餘 (よ)萬 (まん)人 (にん)を収 (おさ)め、東都 (とうと)に還 (かえ)り、闕 (けつ)下 (か)に陳 (つら)ぬ。乙酉 (いつゆう)、皇泰主 (こうたいしゅ)・大赦 (たいしゃ)す。丙戌 (へいじゅつ)、世充 (せいじゅう)を以 (もっ)て太 (たい)尉 (い)・尚 (しょう)書 (しょ)令 (れい)・（四六）内 (ない)外 (がい)諸 (しょ)軍 (ぐん)事 (じ)と爲 (な)し、仍 (よつ)て之 (これ)をして太 (たい)尉 (い)府 (ふ)を開 (ひら)き、官 (かん)屬 (ぞく)を備置 (びち)し、人物 (じんぶつ)を妙 (みょう)選 (せん)せしむ。世充 (せいじゅう)、裵仁基 (はいじんき)父 (ふ)子 (し)が驍勇 (ぎょうゆう)なるを以 (もっ)て、深 (ふか)く之 (これ)をす。徐文遠 (じょぶんえん)、復 (ま)たに入 (い)り、世充 (せいじゅう)を見 (み)れば、必 (かなら)ず先 (ま)ず拝 (はい)す。或 (あ)るひと問 (と)うて曰 (い)はく、（四七）『君 (きみ)、りて李密 (りみつ)を見 (み)、して王公 (おうこう)を敬 (けい)するは、何 (なん)ぞや』と。文遠 (ぶんえん)曰 (い)はく、『魏 (ぎ)公 (こう)は君 (くん)子 (し)なり。能 (よ)く賢 (けん)士 (し)容 (い)る。王公 (おうこう)は小人 (しょうじん)なり。能 (よ)く故 (こ)人 (じん)を殺 (ころ)す。吾 (われ)何 (なん)ぞて拝 (はい)せざらんや』と。
　李密 (りみつ)の總管 (そうかん)李 (り)育 (いく)德 (とく)、（四八）武 (ぶ)陟 (ちょく)を以 (もっ)て來 (きた)り降 (くだ)る。陟 (ちょく)州 (しゅう)の刺史 (しし)に拝 (はい)す。育德 (いくとく)は（四九）諤 (がく)の孫 (まご)なり。其 (その)餘 (よ)の將左 (しょうさ)劉 (りゅう)德 (とく)威 (い)・賈閏甫 (かじゅんぽ)・高 (こう)季 (き)輔 (ほ)等 (ら)。或 (あるい)は城邑 (じょうゆう)を以 (もっ)て、或 (あるい)は衆 (しゅう)を帥 (ひき)、相 (あい)ぎてり降 (くだ)る。初 (はじ)め（五〇）北海 (ほくかい)の賊帥 (ぞくすい)綦 (き)公 (こう)順 (じゅん)、其 (その)徒 (と)三萬 (まん)を帥 (ひき)て、群城 (ぐんじょう)を攻 (せ)め、已 (すで)に其 (その)外郭 (がいかく)に克 (か)ち、進 (すす)みて子 (し)
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城 (じょう)を攻 (せ)む。城中 (じょうちゅう)、食 (しょく)盡 (つ)く。公順 (こうじゅん)自 (みずか)ら謂 (おも)えらく、克 (か)つこと旦夕 (たんせき)に在 (あ)りと。備 (そなえ)を爲 (な)さず。（五一）明經 (めいけい)劉 (りゅう)蘭 (らん)成 (せい)、城中 (じょうちゅう)の驍健 (ぎょうけん)百餘 (よ)人 (にん)を糾合 (きゅうごう)して、之 (これ)を襲撃 (しゅうげき)し、城中 (じょうちゅう)の見 (けん)兵 (ぺい)、之 (これ)にぐ。公順 (こうじゅん)、大 (おおい)に敗 (やぶ)れ、營 (えい)を棄 (す)てて走 (はし)る。群城 (ぐんじょう)、全 (まった)きをたり。是 (これ)にて、群 (ぐん)官 (かん)及 (およ)び望族 (ぼうぞく)、城中 (じょうちゅう)の民 (たみ)を分 (わか)ちて六軍 (ぐん)と爲 (な)し、各々 (おのおの)を將 (ひき)、蘭成 (らんせい)も亦 (また)一軍 (ぐん)を將 (ひき)ゐ (い)る。（五二）宋書佐 (そうしょさ)という者 (もの)有 (あ)り。諸軍 (しょぐん)を離間 (りかん)して曰 (い)はく、『蘭成 (らんせい)、をたり。必 (かなら)ず諸人 (しょにん)の不 (ふ)利 (り)を爲 (な)さん。之 (これ)を殺 (ころ)すにかじ』と。衆 (しゅう)、殺 (ころ)すに忍 (しの)びず、但 (た)だ其 (その)兵 (へい)を奪 (うば)い、以 (もっ)て宋書佐 (そうしょさ)にく。蘭成 (らんせい)、終 (つい)に禍 (わざわい)に及 (およ)ばんことを恐 (おそ)れ、亡 (に)げて公順 (こうじゅん)に奔 (はし)る。公 (こう)順 (じゅん)の軍中 (ぐんちゅう)喜 (よろこ)びぎ、奉 (ほう)じて以 (もっ)て主 (しゅ)と爲 (な)さんと欲 (ほっ)す。す。乃 (すなわ)ち以 (もっ)て長史 (ちょうし)とす。軍事 (ぐんじ)咸 (みな)焉 (これ)にく。居 (お)ること五十餘 (よ)日 (にち)、蘭成 (らんせい)、驍健 (ぎょうけん)の者 (もの)百五十人 (にん)を簡 (えら)び、往 (ゆ)きて北海 (ほくかい)を抄 (かす)む。城 (しろ)を距 (さ)ること四十里 (り)、十人 (にん)を留 (とど)め、多 (おお)く草 (くさ)を芟 (か)り・分 (わか)ちて百餘 (よ)積 (せき)と爲 (な)さしめ、二十里 (り)にして又 (また)二十人 (にん)を留 (とど)め、各 (おの)々 (おの)大 (たい)旗 (き)を執 (と)り、五六里 (り)にして又 (また)三十人 (にん)を留 (とど)め、險要 (けんよう)に伏 (ふ)せ、蘭成 (らんせい)、ら十人 (にん)を將 (ひき)ゐ (い)、夜 (よる)、城 (しろ)を距 (さ)ること一里 (り)許 (ばかり)にして潜 (せん)伏 (ぷく)し、餘 (よ)の八十人 (にん)は、便處 (べんしょ)に分 (ぶん)置 (ち)し、鼓 (こ)聲 (せい)をかばち人 (じん)畜 (きゅう)を抄 (しょう)取 (しゅ)して亟 (すみや)かに去 (さ)り・仍 (な)ほ一時 (じ)に積 (せき)草 (そう)を焚 (や)かんことを約 (やく)す。明晨 (みょうしん)、城中 (じょうちゅう)、遠望 (えんぼう)するに煙 (えん)塵 (じん)無 (な)く、皆 (みな)出 (い)でてす。日 (ひ)、中 (ちゅう)に向 (むか)うや、蘭成 (らんせい)、十人 (にん)を以 (い)て、直 (ただち)に城 (じょう)門 (もん)に抵 (いた)る。城上 (じょうじょう)、す。伏 (ふく)兵 (へい)四 (よも)に出 (い)で、雑畜 (ぞうきゅう)千餘 (よ)頭 (とう)及 (およ)び樵牧 (しょうぼく)者 (しゃ)を抄掠 (しょうりゃく)して去 (さ)る。蘭成 (らんせい)、抄者 (しょうしゃ)の已 (すで)に遠 (とお)きをり、徐 (じょ)歩 (ほ)して還 (かえ)る。城中 (じょうちゅう)、兵 (へい)を出 (いだ)すと雖 (いえど)も、伏 (ふく)兵 (へい)有 (あ)らんことを恐 (おそ)れ、て急 (きゅう)にわず。又 (また)、前 (まえ)に
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旌 (せい)旗 (き)・煙 (えん)火 (か)有 (あ)るを、遂 (つい)にてまずして還 (かえ)る。既 (すで)にして城中 (じょうちゅう)、蘭成 (らんせい)前者 (さきに)衆 (しゅう)少 (すくな)かりしをり、窮追 (きゅうつい)せざるをゆ。居 (お)ること月 (げつ)餘 (よ)、蘭成 (らんせい)、を取 (と)らんと謀 (はか)り、更 (さら)に二十人 (にん)を以 (い)て直 (ただち)に城 (じょう)門 (もん)に抵 (いた)る。城中 (じょうちゅう)の人 (ひと)、競 (きそ)い出 (い)でて之 (これ)を逐 (お)う。行 (ゆ)くこと未 (いま)だ十里 (り)ならず、公 (こう)順 (じゅん)、大 (たい)兵 (へい)を將 (ひき)てて至 (いた)る。群 (ぐん)兵 (ぺい)・奔 (はん)馳 (ち)して城 (しろ)に還 (かえ)る。公 (こう)順 (じゅん)、兵 (へい)を進 (すす)めて之 (これ)を圍 (かこ)み、蘭成 (らんせい)、一言 (げん)招 (しょう)諭 (ゆ)す。城中 (じょうちゅう)の人 (ひと)争 (あらそ)うてで降 (くだ)る。蘭成 (らんせい)、老幼 (ろうよう)を撫 (ぶ)存 (そん)し、群 (ぐん)官 (かん)を禮 (れい)遇 (ぐう)し、宋書佐 (そうしょさ)を見 (み)、亦 (また)之 (これ)を禮 (れい)すること舊 (もと)の如 (ごと)く、仍 (な)ほ資 (し)送 (そう)して境 (さかい)を出 (いだ)し、外 (がい)安 (あん)堵 (ど)す。時 (とき)に（五三）海 (かい)陵 (りょう)の賊帥 (ぞくすい)臧君相 (ぞうくんしょう)、公 (こう)順 (じゅん)が北海 (ほくかい)にるをき、其 (その)衆 (しゅう)五萬 (まん)を帥 (ひき)、來 (きた)りてを争 (あらそ)う。公 (こう)順 (じゅん)、衆 (しゅう)少 (すくな)し。之 (これ)を聞 (き)きて大 (おおい)に懼 (おそ)る。蘭成 (らんせい)、公 (こう)順 (じゅん)の爲 (た)めに策 (さく)を畫 (かく)して曰 (い)はく、『君相 (くんしょう)、此 (ここ)を去 (さ)ること尚 (な)お遠 (とお)し。必 (かなら)ず・備 (そなえ)を爲 (な)さざらん。請 (こ)う將軍 (しょうぐん)、道 (みち)を倍 (ばい)して、其 (その)營 (えい)を襲 (しゅう)撃 (げき)せん』と。公 (こう)順 (じゅん)、之 (これ)に従 (したが)い、自 (みずか)ら驍勇 (ぎょうゆう)五千人 (にん)を將 (ひき)ゐ (い)て、熟 (じゅく)食 (しょく)を齎 (もたら)し、道 (みち)を倍 (ばい)して之 (これ)を襲 (おそ)う。將 (まさ)に至 (いた)らんとし、蘭成 (らんせい)、敢 (かん)死 (し)の士 (し)二十人 (にん)と與 (とも)に前行 (ぜんこう)し、君相 (くんしょう)の營 (えい)を距 (さ)ること五十里 (り)、其 (その)抄者 (しょうしゃ)が負 (ふ)擔 (たん)して營 (えい)に向 (むか)うを見 (み)、も亦 (また)其 (その)徒 (と)と與 (とも)に蔬 (そ)米 (べい)・（五四）燒 (しょう)器 (き)を負 (ふ)擔 (たん)し、詐 (いつわ)りての爲 (まね)し、空 (くう)を擇 (えら)びて行 (ゆ)き、聽察 (ちょうさつ)して（五五）其 (その)號 (ごう)及 (およ)び主 (しゅ)將 (しょう)の姓 (せい)名 (めい)を得 (え)、暮 (くれ)に至 (いた)りて賊 (ぞく)とを比 (くら)べて入 (い)り、負擔 (ふたん)して營 (えい)を巡 (めぐ)り、其 (その)虚 (きょ)實 (じつ)を知 (し)り、（五六）其 (その)更號 (こうごう)を得 (え)、乃 (すなわ)ち空 (くう)地 (ち)にてを燃 (もや)して營 (えい)食 (しょく)し、三鼓 (こ)に至 (いた)りて、忽 (たちま)ち主 (しゅ)將 (しょう)の幕 (ばく)前 (ぜん)にて刀 (とう)亂 (らん)下 (か)し、百餘 (よ)人 (にん)を殺 (ころ)す。賊 (ぞく)衆 (しゅう)驚 (おどろ)き擾 (みだ)る。公 (こう)順 (じゅん)の兵 (へい)も亦 (また)至 (いた)り、急 (きゅう)に之 (これ)を攻 (せ)む。君相 (くんしょう)僅 (わずか)に身 (み)を以 (もっ)てる。俘 (ふ)斬 (ざん)數 (すう)千、其 (その)資 (し)糧 (りょう)・甲 (こう)仗 (じょう)を収 (おさ)めて
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以 (もっ)て還 (かえ)る。是 (これ)に由 (よ)りて、公 (こう)順 (じゅん)の黨 (とう)衆 (しゅう)大 (おおい)に盛 (さかん)なり。李密 (りみつ)が洛口 (らくこう)にるにび、公 (こう)順 (じゅん)、衆 (しゅう)を以 (い)て之 (これ)に附 (つ)く。密 (みつ)敗 (やぶ)るるや來 (きた)り降 (くだ)る。
　隋 (ずい)の末 (すえ)、羣盜 (ぐんとう)起 (おこ)る。（五七）冠 (かん)軍 (ぐん)司 (し)兵 (へい)李襲誉 (りしゅうよ)、西京 (せいけい)の留 (りゅう)守 (しゅ)陰世師 (いんせいし)に説 (と)く、『兵 (へい)を遣 (つか)わして永豊倉 (えいほうそう)に據 (よ)り、粟 (ぞく)を發 (はつ)して以 (もっ)て貧乏 (びんぼう)を賑 (にぎ)わし、庫 (こ)物 (ぶつ)を出 (いだ)して戦士 (せんし)を賞 (しょう)し、檄 (げき)を群 (ぐん)縣 (けん)に移 (うつ)し、心 (こころ)を同 (おな)じくして賊 (ぞく)を討 (う)たん』と。世 (せい)師 (し)、用 (もち)うる能 (あた)わず。乃 (すなわ)ち兵 (へい)を山南 (さんなん)に募 (つの)らんことを求 (もと)む。世師 (せいし)、之 (これ)を許 (ゆる)す。上 (じょう)、長安 (ちょうあん)に克 (か)ち、（五八）漢中 (かんちゅう)より召 (め)し還 (かえ)し、太府少卿 (たいふしょうけい)とす。乙 (いつ)未 (び)、（五九）襲誉 (しゅうよ)の籍 (せき)を（六〇）宗 (そう)正 (せい)に附 (つ)く。襲誉 (しゅうよ)は（六一）襲志の弟 (おとうと)なり。
　丙 (へい)申 (しん)、朱粲 (しゅさん)、（六二）淅 (せき)州 (しゅう)に寇 (あた)す。太常卿 (たいじょうけい)鄭元璹 (ていげんしゅく)を遣 (つか)わし、歩 (ほ)騎 (き)一萬 (まん)を帥 (ひき)てを撃 (う)たしむ。
　是 (この)月 (つき)、納 (のう)言 (げん)竇抗 (とうこう)。罷 (や)めて左 (さ)武 (ぶ)候 (こう)大 (たい)將 (しょう)軍 (ぐん)とる。
　十一月 (がつ)乙 (いつ)巳 (し)、李軌 (りき)、皇帝 (こうてい)の位 (くらい)に即 (つ)き、安樂 (あんらく)とす。
　戊 (ぼ)申 (しん)（六三）王 (おう)軌 (き)、州 (しゅう)を以 (もっ)て來 (きた)り降 (くだ)る。
　（六四）薛 (せつ)仁果 (じんか)が太 (たい)子 (し)たるや、諸將 (しょしょう)と多 (おお)く隙 (げき)有 (あ)り。位 (くらい)に即 (つ)くに及 (およ)び、衆心 (しゅうしん)懼 (く)す。郝瑗 (かくえん)、擧 (きょ)を哭 (こく)して疾 (やまい)を得 (え)、遂 (つい)に起 (た)たず。是 (これ)に由 (よ)りて勢 (せい)浸 (ようや)くし。



















P55
秦王 (しんおう)世民 (せいみん)、高墌 (こうしょ)に至 (いた)る。仁果 (じんか)、宗羅睺 (そうらこう)をして、兵 (へい)を將 (ひき)て之 (これ)を拒 (ふせ)がしむ。羅睺 (らこう)數久 (しばしば)戦 (たたか)いを挑 (いど)む。世民 (せいみん)、壁 (へき)を堅 (かた)くして・出 (い)でず。諸將 (しょしょう)、咸 (みな)、戦 (たたか)わんと請 (こ)う。世民 (せいみん)曰 (い)はく、『我 (わ)が軍 (ぐん)（六五）新 (あらた)に敗 (やぶ)れ、士 (し)氣 (き)喪 (そう)す。賊 (ぞく)、勝 (かち)を恃 (たの)みて驕 (おご)り、我 (われ)を輕 (かろ)んずるの心 (こころ)有 (あ)り。宜 (よろ)しく壘 (るい)を閉 (と)じて以 (もっ)て之 (これ)を待 (ま)つべし。彼 (かれ)驕 (おご)り奮 (ふる)わば、一戦 (せん)して克 (か)つ可 (べ)からん』と。乃 (すなわ)ち軍中 (ぐんちゅう)に令 (れい)して曰 (い)はく、『て戦 (たたかい)をう者 (もの)は斬 (き)らん』と。相 (あい)持 (じ)すること六十餘 (よ)日 (にち)、、糧 (りょう)盡 (つ)く。其 (その)の將 (しょう)梁胡郎 (りょうころう)等 (ら)、を帥 (ひき)てり降 (くだ)る。世民 (せいみん)、仁果 (じんか)の將士 (しょうし)心 (こころ)をせるをり、行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)梁實 (りょうじつ)に命 (めい)じ、淺水原 (せんすいげん)にしててを誘 (いざな)わしむ。羅睺 (らこう)、大 (おおい)に喜 (よろこ)び、鋭 (えい)を盡 (つく)して之 (これ)を攻 (せ)む。梁實 (りょうじつ)、險 (けん)を守 (まも)りて・出 (い)でず。營 (えい)中 (ちゅう)、水 (みず)無 (な)く、人 (じん)馬 (ば)飮 (の)まざる者 (こと)數 (すう)日 (じつ)。羅睺 (らこう)、之 (これ)を攻 (せ)むること甚 (はなは)だ急 (きゅう)なり。世民 (せいみん)、賊 (ぞく)已 (すで)に疲 (つか)れたるを度 (はか)り、に謂 (い)つてはく、『以 (もっ)て戦 (たたか)うし』と。遲 (ち)明 (めい)、右 (ゆう)武 (ぶ)候 (こう)大 (たい)將 (しょう)軍 (ぐん)龐玉 (ほうぎょく)をして、淺水原 (せんすいげん)の南 (みなみ)に陳 (じん)せしむ。羅睺 (らこう)、兵 (へい)を併 (あわ)せて之 (これ)を撃 (う)つ。玉 (ぎょく)戦 (たたか)いて幾 (ほとん)ど支 (ささ)うる能 (あた)わず。世民 (せいみん)、大軍 (たいぐん)を引 (ひ)きて、原北 (げんほく)より、其 (その)不 (ふ)意 (い)に出 (い)づ。羅睺 (らこう)、兵 (へい)を引 (ひ)きて還 (かえ)り戦 (たたか)う。世民 (せいみん)、驍 (ぎょう)騎 (き)數 (すう)十を帥 (ひき)て、先 (ま)ず陳 (じん)を陥 (おちい)る。唐 (とう)の兵 (へい)、表 (ひょう)裏 (り)奮 (ふん)撃 (げき)し、呼 (こ)聲 (せい)、を動 (うご)かす。羅睺 (らこう)の士 (し)卒 (そつ)大 (おおい)にゆ。斬首 (ざんしゅ)數 (すう)千級 (きゅう)。世民 (せいみん)、二千餘 (よ)騎 (き)を帥 (ひき)て之 (これ)をう。竇 (とう)軌 (き)、馬 (うま)を叩 (ひか)えて苦 (く)諌 (かん)して曰 (い)はく、『仁果 (じんか)猶 (な)お堅城 (けんじょう)にる。羅睺 (らこう)を破 (やぶ)ると雖 (いえど)も、未 (いま)だ輕々 (かるがる)しく進 (すす)む可 (べ)からず。請 (こ)う且 (しばら)く兵 (へい)を按 (あん)じて以 (もっ)てを觀 (み)ん』と。世民 (せいみん)曰 (い)はく、『吾 (われ)、之 (これ)を慮 (おもんぱか)ることし。破 (は)竹 (ちく)の勢 (いきおい)、失 (うしな)う可 (べ)からざるなり。舅 (きゅう)、復 (ま)たう勿 (なか)れ』と。遂 (つい)に進 (すす)
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む。仁果 (じんか)、城下 (じょうか)にす。世民 (せいみん)、涇 (けい)水 (すい)に據 (よ)りてに臨 (のぞ)む。仁果 (じんか)の驍将 (ぎょうしょう)渾幹 (こんかん)等 (ら)數 (すう)人 (にん)、陳 (じん)に臨 (のぞ)みて來 (きた)り降 (くだ)る。仁果 (じんか)懼 (おそ)れ、兵 (へい)を引 (ひ)きて城 (しろ)に入 (い)りてぎ守 (まも)る。日 (ひ)、暮 (く)るるに向 (むか)い、大軍 (たいぐん)ぎてる。遂 (つい)に之 (これ)を圍 (かこ)む。夜 (や)半 (はん)、城 (しろ)を守 (まも)る者 (もの)、争 (あらそ)うてら投 (とう)下 (か)す。仁果 (じんか)、計 (けい)窮 (きわ)まり、己 (き)酉 (ゆう)、出 (い)で降 (くだ)る。其 (その)精 (せい)兵 (へい)萬 (まん)餘 (よ)人 (にん)・男 (だん)女 (じょ)五萬口 (まんこう)をたり。諸將 (しょしょう)皆 (みな)賀 (が)す。因 (よ)つて問 (と)うて曰 (い)はく、『大 (たい)王 (おう)、一戦 (せん)して勝 (か)ち、遽 (にわか)に歩 (ほ)兵 (へい)を捨 (す)て、又 (また)、具 (ぐ)無 (な)く、輕 (けい)騎 (き)直 (ただち)に城下 (じょうか)に造 (いた)る。衆 (しゅう)皆 (みな)以爲 (おも)へらく克 (か)たじと。而 (しか)るに卒 (そつ)に之 (これ)を取 (と)りしは何 (なん)ぞや』と。世民 (せいみん)曰 (い)はく、『羅睺 (らこう)が將 (ひき)るは、皆 (みな)隴 (りょう)外 (がい)の人 (ひと)にして、將 (しょう)驍 (ぎょう)に卒 (そつ)悍 (かん)なり。吾 (われ)特 (ただ)に其 (その)不 (ふ)意 (い)に出 (い)でて之 (これ)を破 (やぶ)り、斬 (ざん)獲 (かく)、多 (おお)からず。若 (も)し之 (これ)を緩 (ゆる)めば則 (すなわ)ち皆 (みな)城 (しろ)に入 (い)らん。仁果 (じんか)撫 (ぶ)して之 (これ)を用 (もち)いば、未 (いま)だ克 (か)ち易 (やす)からざるなり。之 (これ)を急 (きゅう)にせば、則 (すなわ)ち散 (さん)じて隴 (りょう)外 (がい)に歸 (かえ)らん。（六七）折 (せき)墌 (しょ)虚 (きょ)弱 (じゃく)にして、仁果 (じんか)、膽 (たん)を破 (やぶ)り、謀 (はかりごと)をすにあらず。此 (こ)れ吾 (われ)の克 (か)ちし所以 (ゆえん)なり』と。衆 (しゅう)皆 (みな)悦 (えつ)服 (ぷく)す。世民 (せいみん)が得 (う)る所 (ところ)の降 (こう)卒 (そつ)、悉 (ことごと)く仁果 (じんか)兄弟 (けいてい)及 (およ)び宗羅睺 (そうらこう)・翟長孫 (たくちょうそん)等 (ら)をしてを將 (ひき)しめ、之 (これ)と與 (とも)に射獵 (しゃりょう)し、疑 (ぎ)問 (かん)する所 (ところ)無 (な)し。賊 (ぞく)、威 (い)をれ恩 (おん)をみ、皆 (みな)、死 (し)を效 (いた)さんことを願 (ねが)う。世民 (せいみん)、褚 (ちょ)亮 (りょう)の名 (な)を聞 (き)き、求訪 (きゅうほう)して之 (これ)を獲 (え)、甚 (はなは)だ厚 (あつ)く、引 (ひ)きて（六八）王府 (おうふ)のと爲 (な)す。上 (じょう)、使 (つかい)を遣 (つか)わし世民 (せいみん)につて曰 (い)はしむ、『薛擧 (せつきょ)父 (ふ)子 (し)、多 (おお)く我 (わ)が士 (し)卒 (そつ)を殺 (ころ)せり。必 (かなら)ず盡 (ことごと)く其 (その)黨 (とう)を誅 (ちゅう)し、以 (もっ)て寃 (えん)魂 (★こん★)に謝 (しゃ)せん』と。李密 (りみつ)諫 (いさ)めて曰 (い)はく、『薛擧 (せつきょ)、を虐 (ぎゃく)殺 (さつ)せり。此 (こ)れ其 (その)の亡 (ほろ)ぶる所以 (ゆえん)なり。陛下 (へいか)何 (なん)ぞを怨 (うら)まん。懷服 (かいふく)の民 (たみ)は、撫 (ぶ)せざる可 (べ)からず』と。乃 (すなわ)ち命 (めい)じて其 (その)謀首 (ぼうしゅ)を戮 (りく)し、餘 (よ)は皆 (みな)之 (これ)を赦 (ゆる)さしむ。上 (じょう)、李 (り)

★魂★と表現しているが、原文では（云 (い)（上）+鬼（下）の字です）しかし、この表記が無 (な)いため、「魂」と記載しています。
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密 (みつ)をして、秦王 (しんおう)世民 (せいみん)を豳 (ひん)州 (しゅう)に迎 (むか)えしむ。密 (みつ)自 (みずか)ら智 (ち)略 (りゃく)功 (こう)名 (めい)を恃 (たの)み、上 (じょう)に見 (み)えて猶 (な)おる色 (いろ)有 (あ)り。世民 (せいみん)に見 (み)ゆるに及 (およ)び、覺 (おぼ)えず驚 (おどろ)き服 (ふく)し、私 (ひそか)に殷開山 (いんかいざん)につてはく、『眞 (しん)に英 (えい)主 (しゅ)なり。是 (かく)の如 (ごと)くならずんば、何 (なん)ぞて禍 (か)亂 (らん)を定 (さだ)めんや』と。詔 (みことのり)して、員 (いん)外 (がい)散 (さん)騎 (き)常 (じょう)侍 (じ)姜 (きょう)暮 (ぼ)を以 (もっ)て秦 (しん)州 (しゅう)の刺史 (しし)とす。暮 (ぼ)、するに信 (しん)を以 (もっ)てす。盜賊 (とうぞく)悉 (ことごと)く首 (しゅ)す。士 (し)民 (みん)、之 (これ)に安 (やす)んず。
　徐世勣 (じょせいせき)、李密 (りみつ)の舊 (きゅう)境 (きょう)に據 (よ)り、未 (いま)だする有 (あ)らず。魏徴 (ぎちょう)、密 (みつ)に随 (したが)つて長安 (ちょうあん)に至 (いた)る（久 (ひさ)シク朝廷 (ちょうてい)ノ知 (し)ルトコロト爲 (な)ラズ）乃 (すなわ)ち自 (みずか)ら・山東 (さんとう)を安集 (あんしゅう)せんと請 (こ)う。上 (じょう)、以 (もっ)て秘書丞 (ひしょじょう)とす。傳 (でん)に乗 (の)りて黎陽 (れいよう)に至 (いた)り、徐世勣 (じょせいせき)に書 (しょ)を遺 (おく)り、之 (これ)に早 (はや)く降 (くだ)らんことを勸 (すす)む。世勣 (せいせき)、遂 (つい)に計 (けい)をしてに向 (むか)い、（六九）長史 (ちょうし)陽翟 (ようたく)の郭孝恪 (かくこうかく)につてはく、『此 (この)民 (みん)衆 (しゅう)土 (と)地 (ち)は、皆 (みな)（七十）魏 (ぎ)公 (こう)の有 (ゆう)なり。吾 (われ)若 (も)し上表 (じょうひょう)して之 (これ)をぜば、是 (こ)れの敗 (はい)を利 (り)とし、自 (みずか)ら功 (こう)と爲 (な)し、以 (もっ)て富貴 (ふうき)を邀 (もと)むるなり。吾 (われ)實 (じつ)に之 (これ)を恥 (は)ず。今 (いま)宜 (よろ)しく群 (ぐん)縣 (けん)の戸 (こ)口 (こう)士 (し)馬 (ば)の數 (すう)をし、以 (もっ)て魏 (ぎ)公 (こう)にし、自 (みずか)ら之 (これ)をぜしむべし』と。乃 (すなわ)ち孝恪 (こうかく)を遣 (つか)わし、長安 (ちょうあん)に詣 (いた)らしめ、又 (また)糧 (りょう)を運 (はこ)びて、以 (もっ)て淮安王 (わいあんおう)（七一）神通 (しんつう)に餉 (おく)る。上 (じょう)、世勣 (せいせき)の使者 (ししゃ)至 (いた)ると聞 (き)けども、表 (ひょう)無 (な)く、止 (た)だ啓 (けい)有 (あ)り密 (みつ)にう。甚 (はなは)だ之 (これ)を怪 (あや)しむ。孝恪 (こうかく)、具 (つぶさ)に世勣 (せいせき)の意 (い)を言 (い)う。上 (じょう)乃 (すなわ)ち嘆 (たん)じて曰 (い)はく『徐世勣 (じょせいせき)は、德 (とく)に背 (そむ)かず、功 (こう)をめず、眞 (しん)に純 (じゅん)臣 (しん)なり』と。姓 (せい)を李 (り)と賜 (たま)う。孝恪 (こうかく)を以 (もっ)て（七三）宋 (そう)州 (しゅう)の刺史 (しし)と爲 (な)し、世勣 (せいせき)と與 (とも)に虎牢 (ころう)以東 (いとう)を經 (けい)營 (えい)せ
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しめ、得 (う)る所 (ところ)の州 (しゅう)縣 (けん)は、（七四）之 (これ)に委 (ゆだ)ねて選 (せん)補 (ぽ)せしむ。
　癸丑 (きちゅう)、獨孤懷恩 (どくこかいおん)、堯君素 (ぎょうくんそ)を蒲 (ほ)反 (はん)に攻 (せ)む。行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)趙慈景 (ちょうじけい)、帝 (てい)の女 (じょ)桂 (けい)陽 (よう)公 (こう)主 (しゅ)に尚 (しょう)す。君素 (くんそ)の擒 (とりこ)にする所 (ところ)とる。首を城外に梟し、以 (もっ)て降意 (い)無 (な)きを示す。
　癸亥 (きがい)、秦王 (しんおう)世民 (せいみん)、長安 (ちょうあん)に至 (いた)り、薛 (せつ)仁果 (じんか)を市 (し)に斬 (き)り、（七六）常達 (じょうたつ)に帛 (はく)三百段 (たん)を賜 (たま)い、（七七）劉感 (りゅうかん)に平 (へい)原 (げん)郡 (ぐん)公 (こう)を贈 (おく)り、忠壯 (ちゅうそう)と諡 (おくりな)し、仵 (ご)士 (し)政 (せい)を殿庭 (でんてい)に撲殺 (ぼくさつ)し、張貴 (ちょうき)が尤 (もっと)も淫暴 (いんぼう)なるを以 (もっ)て之 (これ)を腰 (よう)す。上 (じょう)、將士 (しょうし)を享 (きょう)勞 (ろう)し、因 (よ)つて羣 (ぐん)臣 (しん)につてはく、『諸 (しょ)公 (こう)共 (とも)に相 (あい)翊戴 (よくたい)し、以 (もっ)て帝業 (ていぎょう)を成 (な)す。し下 (か)承 (しょう)平 (へい)ならば、共 (とも)に富貴 (ふうき)を保 (たも)つ可 (べ)からん。（七八）王世充 (おうせいじゅう)をして志 (こころざし)を得 (え)しめば、公 (こう)等 (ら)豈 (あ)に種 (しゅ)有 (あ)らんや。薛 (せつ)仁果 (じんか)君臣 (くんしん)の如 (ごと)き、豈 (あ)に以 (もっ)て前鑑 (ぜんかん)と爲 (な)さざる可 (べ)けんや』と。己巳 (きし)、（七九）劉文靜 (りゅうぶんせい)を以 (もっ)て戸部尚書 (こぶしょうしょ)と爲 (な)し、陝東道行臺 (せんとうどうこうだい)左僕射 (さぼくや)を領 (りょう)せしめ、殷開山 (いんかいざん)の爵 (しゃく)位 (い)を復 (ふく)す。
　李密 (りみつ)、驕 (きょう)貴 (き)なること日 (ひ)久 (ひさ)しく、又 (また)、自 (みずか)ら・國 (くに)に歸 (き)するの功 (こう)を負 (たの)み、朝廷 (ちょうてい)、を待 (ま)つこと、（八〇）本望 (ほんぼう)に副 (そ)わず、鬱鬱 (うつうつ)として・楽 (たの)しまず。嘗 (かつ)て大 (だい)朝 (ちょう)會 (かい)に遇 (あ)い、密 (みつ)、（八一）光祿卿 (こうろくけい)たり、食 (しょく)を進 (すす)むるに當 (あた)り、深 (ふか)く以 (もっ)て恥 (はじ)と爲 (な)し、退 (しりぞ)きて以 (もっ)て左 (さ)武 (ぶ)衞 (えい)大 (たい)將 (しょう)軍 (ぐん)王 (おう)伯 (はく)當 (とう)に告 (つ)ぐ。伯當 (はくとう)の心 (こころ)も亦 (また)怏々 (おうおう)たり。因 (よ)つて密 (みつ)につて

P59
曰 (い)はく、『天下 (てんか)の事 (こと)は、公 (こう)の度 (ど)内 (ない)に在 (あ)るのみ。今 (いま)、（八二）東海 (とうかい)公 (こう)、黎陽 (れいよう)に在 (あ)り、（八三）襄 (じょう)陽 (よう)公 (こう)、口 (こう)に在 (あ)り。河 (か)南 (なん)の兵 (へい)馬 (ば)、を屈 (くつ)して・計 (はか)る可 (べ)し。豈 (あ)に久 (ひさ)しく此 (かく)の如 (ごと)きを得 (え)んや』と。密 (みつ)大 (おおい)に喜 (よろこ)び、乃 (すなわ)ち策 (さく)を上 (じょう)にじてはく、『臣 (しん)虚 (むな)しく榮寵 (えいちょう)を蒙 (こうむ)り、京 (けい)師 (し)に安 (あん)坐 (ざ)し、曾 (かつ)て報 (ほう)效 (こう)する無 (な)し。山東 (さんとう)の衆 (しゅう)は、皆 (みな)臣 (しん)の故時 (こじ)の麾下 (きか)なり。請 (こ)う往 (ゆ)きて収 (おさ)めて之 (これ)を撫 (ぶ)し、國 (こく)威 (い)に憑 (ひょう)籍 (せき)せば、王世充 (おうせいじゅう)を取 (と)ること、（八四）地 (ち)芥 (かい)を拾 (ひろ)うが如 (ごと)くならんのみ』と。上 (じょう)、密 (みつ)の故 (もと)の將士 (しょうし)が多 (おお)く世充 (せいじゅう)に附 (つ)かざるを聞 (き)き、亦 (また)、密 (みつ)を遣 (つか)わして収 (おさ)めしめんと欲 (ほっ)す。羣 (ぐん)臣 (しん)多 (おお)く諫 (いさ)めて曰 (い)はく、『李密 (りみつ)は狡猾 (こうかつ)にして反 (はん)を好 (この)む。之 (これ)を遣 (や)らば、魚 (うお)を泉 (いずみ)に投 (とう)じ・虎 (とら)を山 (やま)に放 (はな)つが如 (ごと)く、必 (かなら)ず反 (かえ)らざらん』と。上 (じょう)曰 (い)はく、『帝王 (ていおう)は自 (おのずか)ら天命 (てんめい)有 (あ)り。小 (しょう)子 (し)の能 (よ)く取 (と)る所 (ところ)に非 (あら)ず。借使 (たとい)叛 (そむ)き去 (さ)るとも、（八五）蒿 (こう)箭 (せん)を以 (もっ)て蒿 (こう)中 (ちゅう)を射 (い)るが如 (ごと)くならんのみ。今 (いま)、二賊 (ぞく)をして、交 (こも)々 (ごも)鬭 (たたか)わしめば、吾 (われ)、以 (もっ)て坐 (い)ながら其 (その)弊 (へい)を収 (おさ)むからん』と。辛未 (しんび)、密 (みつ)を遣 (つか)わして山東 (さんとう)に詣 (いた)り、其 (その)餘 (よ)衆 (しゅう)の未 (いま)だ下 (くだ)らざる者 (もの)を収 (おさ)めしむ。密 (みつ)、賈閏甫 (かじゅんぽ)と僭 (とも)に行 (ゆ)かんと請 (こ)う。上 (じょう)、之 (これ)を許 (ゆる)す。密 (みつ)及 (およ)び閏甫 (じゅんぽ)に命 (めい)じ、同 (おな)じく御 (ぎょ)榻 (とう)に升 (のぼ)らしめて食 (しょく)を賜 (たま)い、巵 (し)酒 (しゅ)を傳 (でん)飲 (いん)して曰 (い)はく、『吾 (われ)三人 (にん)同 (おな)じく是 (この)酒 (さけ)を飮 (の)み、以 (もっ)て同 (どう)心 (しん)を明 (あきら)かにす。善 (よ)く功 (こう)
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名 (めい)を建 (た)て、以 (もっ)て朕 (ちん)が意 (い)に副 (そ)え。丈夫 (じょうふ)は一言 (げん)、人 (ひと)に許 (ゆる)せば、千金 (きん)にも易 (か)えず。人 (ひと)有 (あ)り確 (かく)執 (しつ)して、（八六）弟 (てい)が行 (ゆ)くをせず。朕 (ちん)、赤心 (せきしん)を弟 (てい)に推 (お)す、他 (た)人 (にん)の能 (よ)くするに非 (あら)ざるなり』と。密 (みつ)・閏甫 (じゅんぽ)、再拝 (さいはい)して命 (めい)をく。上 (じょう)、又 (また)、王伯當 (おうはくとう)を以 (もっ)て密 (みつ)の副 (ふく)としてを遣 (つか)わす。
　大鳥 (たいちょう)五有 (あ)り、樂 (らく)壽 (じゅ)に集 (とど)まり、羣 (ぐん)鳥 (ちょう)數 (すう)萬 (まん)、之 (これ)に従 (したが)う。日 (ひ)をて乃 (すなわ)ちる。竇建德 (とうけんとく)、以 (もっ)て己 (おのれ)の瑞 (ずい)と爲 (な)し、五鳳 (ほう)とす。（八七）宗 (そう)城 (じょう)の人 (ひと)、圭 (けい)を得 (え)て建徳 (けんとく)に獻 (けん)ずる者 (もの)有 (あ)り。宋正本 (そうせいほん)及 (およ)び（八八）景 (けい)城 (じょう)の丞 (じょう)會稽 (かいけい)の孔德紹 (こうとくしょう)、皆 (みな)曰 (い)はく、『此 (こ)れ天 (てん)の以 (もっ)て大 (たい)禹 (う)に賜 (たま)いし所 (ところ)なり。請 (こ)う（八九）國 (こく)號 (ごう)を改 (あらた)めて夏 (か)とはん』と。建徳 (けんとく)、之 (これ)に従 (したが)う。正本 (せいほん)を以 (もっ)て納 (のう)言 (げん)と爲 (な)し、德紹 (とくしょう)を内史侍郎 (ないしじろう)とす。初 (はじ)め王須拔 (おうしゅばつ)、幽 (ゆう)州 (しゅう)を掠 (かす)め、流 (りゅう)矢 (し)に中 (あた)りてす。其 (その)將 (しょう)魏刁兒 (ぎちょうじ)、代 (かわ)りて衆 (しゅう)を領 (りょう)し、（九〇）深澤 (しんたく)に據 (よ)り、（九一）冀 (き)定 (てい)の間 (あいだ)を掠 (かす)め、衆 (しゅう)、十萬 (まん)に至 (いた)り、自 (みずか)ら魏 (ぎ)帝 (てい)と稱 (しょう)す。建德 (けんとく)僞 (いつわ)りて與 (とも)に連 (れん)和 (わ)す。刁兒 (ちょうじ)、備 (そなえ)を弛 (ゆる)む。建德 (けんとく)、襲 (しゅう)撃 (げき)して之 (これ)を破 (やぶ)り、遂 (つい)に深澤 (しんたく)を圍 (かこ)む。其 (その)徒 (と)、刁兒 (ちょうじ)を執 (とら)えて降 (くだ)る。建德 (けんとく)、之 (これ)を斬 (き)り、盡 (ことごと)く其 (その)衆 (しゅう)を幷 (あわ)す。易 (えき)定 (てい)等 (とう)の州 (しゅう)皆 (みな)降 (くだ)る。唯 (た)だ（九二）冀 (き)州 (しゅう)の刺史 (しし)麴稜 (きくりょう)のみ下 (くだ)らず。稜 (りょう)の婿 (せい)崔履行 (さいりこう)は、（九三）暹 (せん)の孫 (まご)なり。自 (みずか)ら言 (い)う『奇 (き)術 (じゅつ)有 (あ)り、攻 (こう)者 (しゃ)をして自 (おのずか)ら敗 (やぶ)れしむし』と稜 (りょう)、之 (これ)を信 (しん)ず。履行 (りこう)、守 (しゅ)城 (じょう)者 (しゃ)に命 (めい)じ、皆 (みな)坐 (ざ)し、
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に鬭 (たたか)うをる毌 (な)からしめ、曰 (い)はく、『賊 (ぞく)、城 (しろ)に登 (のぼ)ると雖 (いえど)も、汝 (なんじ)が曹 (ともがら)、恐 (おそ)るるれ、吾 (われ)將 (まさ)に賊 (ぞく)をして自 (みずか)ら縛 (ばく)せしめんとす』と。是 (ここ)にてをり、夜 (よる)、章 (しょう)醮 (しょう)を設 (もう)け、然 (しか)る後 (のち)自 (みずか)ら衰絰 (さいてつ)を衣 (き)、竹 (たけ)を杖 (つえ)として北樓 (ほくろう)に登 (のぼ)りて哭 (こく)し、又 (また)、をして屋 (おく)に升 (のぼ)りて四面 (めん)して裙 (くん)を振 (ふる)わしむ。建德 (けんとく)、之 (これ)を攻 (せ)むること急 (きゅう)なり。稜 (りょう)將 (まさ)に戦 (たたか)わんとす。履行 (りこう)固 (かた)く之 (これ)を止 (とど)む。俄 (にわか)にして城 (しろ)陥 (おちい)る。履行 (りこう)・哭 (こく)すること猶 (な)お未 (いま)だ已 (や)まず。建德 (けんとく)、稜 (りょう)を見 (み)て曰 (い)はく、『卿 (けい)は忠 (ちゅう)臣 (しん)なり』と。厚 (あつ)く之 (これ)をし、以 (もっ)て内史令 (ないしれい)とす。
　一二月 (がつ)壬申 (じんしん)、して、秦王 (しんおう)世民 (せいみん)を以 (もっ)て太尉 (たいい)・使 (し)持 (じ)節 (せつ)・陝東道大行臺 (せんとうどうたいこうだい)と爲 (な)し、（九四）其 (その)蒲 (ほ)州 (しゅう)河 (か)北 (ほく)諸 (しょ)府 (ふ)の兵 (へい)馬 (ば)、に節 (せつ)度 (ど)をく。
癸 (き)酉 (ゆう)、西 (せい)突厥 (とっけつ)の曷 (かつ)裟 (さ)那 (な)可 (か)汗 (かん)、宇文化及 (うぶんかきゅう)の所 (ところ)より來 (きた)り降 (くだ)る。
　隋 (ずい)の將 (しょう)堯君素 (ぎょうくんそ)、河東 (かとう)を守 (まも)る。（九六）上 (じょう)、呂紹宗 (りょしょうそう)・韋 (い)義 (ぎ)節 (せつ)・獨孤懷恩 (どくこかいおん)を遣 (つか)わし、繼 (つ)ぎて之 (これ)をめしむ。倶 (とも)に・下 (くだ)らず。時 (とき)に外 (がい)圍 (い)嚴 (げん)急 (きゅう)なり。君素 (くんそ)、木 (もく)鵝 (が)をり、表 (ひょう)を頸 (くび)に置 (お)き、具 (つぶさ)に事 (じ)勢 (せい)を論 (ろん)じ、之 (これ)を河 (か)に浮 (う)かぶ。河陽 (かよう)の守 (しゅ)者 (しゃ)、之 (これ)を得 (え)、東都 (とうと)に達 (たつ)す。皇泰主 (こうたいしゅ)見 (み)て嘆息 (たんそく)し、君素 (くんそ)を金紫光祿大夫 (きんしこうろくたいふ)に拝 (はい)す。龐玉 (ほうぎょく)・皇甫無逸 (こうほむいつ)、東都 (とうと)より來 (きた)り降 (くだ)る。上 (じょう)悉 (ことごと)く遣 (つか)わして城下 (じょうか)に詣 (いた)り、爲 (た)めに利 (り)害 (がい)を陳 (ちん)せしむ。君素 (くんそ)、従 (したが)わず。又 (また)、金 (きん)劵 (けん)を賜 (たま)い、許 (ゆる)すに死 (し)せざるを以 (もっ)てす。其 (その)妻 (つま)、又 (また)、城下 (じょうか)に至 (いた)り、に謂 (い)つてはく、『隋 (ずい)室 (しつ)已 (すで)に亡 (ほろ)べ
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り。君 (きみ)何 (なん)ぞら苦 (くる)しむ』と君素 (くんそ)曰 (い)はく、『天下 (てんか)の名 (めい)義 (ぎ)は、婦 (ふ)人 (じん)の知 (し)る所 (ところ)に非 (あら)ず』と。弓 (ゆみ)を引 (ひ)きて之 (これ)を射 (い)る。弦 (げん)にじて倒 (たお)る。君素 (くんそ)も亦 (また)自 (みずか)ら・濟 (わた)らざるを知 (し)る、然 (しか)れども志 (こころざし)、守 (しゅ)死 (し)在 (あ)り。言 (げん)・國 (こく)家 (か)に及 (およ)ぶ毎 (ごと)に、未 (いま)だ嘗 (かつ)て歔 (きょ)せずんばあらず。將士 (しょうし)につてはく、『吾 (われ)、（九七）主 (しゅ)上 (じょう)に藩 (はん)邸 (てい)に事 (つか)う。大 (たい)義 (ぎ)、死 (し)せざるを得 (え)ず。必 (かなら)ずし祚 (そ)永 (なが)く終 (おわ)り、天命 (てんめい)、するらば、自 (おのずか)ら當 (まさ)に頭 (こうべ)を斷 (た)ちて以 (もっ)て諸君 (しょくん)に付 (ふ)すべし。君 (きみ)等 (ら)がちてを取 (と)るに聽 (まか)せん。今 (いま)、城 (じょう)池 (ち)甚 (はなは)だ固 (かた)く、倉儲豊備 (そうちょほうび)し、大事 (だいじ)猶 (な)おだ知 (し)る可 (べ)からず。横 (よこ)しまに心 (こころ)を生 (しょう)ず可 (べ)からざるなり』と。君素 (くんそ)、性嚴明 (せいげんめい)、善 (よ)く衆 (しゅう)を御 (ぎょ)す。下 (しも)、て叛 (そむ)くもの莫 (な)し。之 (これ)を久 (ひさ)しくして倉粟 (そうぞく)盡 (つ)き、人 (ひと)相 (あい)食 (は)む。又 (また)、外人 (がいじん)を獲 (え)、微 (ほのか)に江都 (こうと)の傾 (けい)覆 (ふく)せるをる。丙 (へい)子 (し)、君素 (くんそ)の左 (さ)右 (ゆう)薛宗 (せつそう)・李楚客 (りそかく)、君素 (くんそ)を殺 (ころ)して以 (もっ)て降 (くだ)る。首 (くび)を長安 (ちょうあん)にう。君素 (くんそ)、朝 (ちょう)散 (さん)大 (たい)夫 (ふ)（九八）解 (かい)の人 (ひと)王行本 (おうこうほん)を遣 (つか)わし、精 (せい)兵 (へい)七百を將 (ひき)てに在 (あ)らしむ。之 (これ)を聞 (き)き、赴 (おもむ)き救 (すく)えども及 (およ)ばず。因 (よ)つて君素 (くんそ)を殺 (ころ)しし者 (もの)の黨 (とう)與 (よ)數 (すう)百人 (にん)を捕 (とら)え、悉 (ことごと)く之 (これ)を誅 (ちゅう)し、復 (ま)たに乗 (の)りて拒 (ふせ)ぎ守 (まも)る。獨孤懷恩 (どくこかいおん)、兵 (へい)を引 (ひ)きて之 (これ)を圍 (かこ)む。
　丁 (てい)丑 (ちゅう)、隋 (ずい)の襄 (じょう)平 (へい)の太守 (たいしゅ)鄧 (とう)暠 (こう)、（九九）柳城 (りゅうじょう)・北平 (ほくへい)の二郡 (ぐん)を以 (もっ)て來 (きた)り降 (くだ)る。暠 (こう)を以 (もっ)て營 (えい)州 (しゅう)總管 (そうかん)とす。
　辛巳 (しんし)、太常卿 (たいじょうけい)鄭元璹 (ていげんしゅく)、朱粲 (しゅさん)を商 (しょう)州 (しゅう)にちて之 (これ)をる。
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　初 (はじ)め宇文化及 (うぶんかきゅう)、使 (つかい)を遣 (つか)わして羅藝 (らげい)を招 (まね)く。藝 (げい)曰 (い)はく、『我 (われ)は隋 (ずい)の臣 (しん)なり』と。其 (その)使者 (ししゃ)を斬 (き)り、煬帝 (ようだい)の爲 (た)めに喪 (も)をし、すること三日 (みつか)。竇建德 (とうけんとく)・高開道 (こうかいどう)各々 (おのおの)使 (つかい)を遣 (つか)わして之 (これ)を招 (まね)く。藝 (げい)曰 (い)はく『建德 (けんとく)・開道 (かいどう)は皆 (みな)劇 (げき)賊 (ぞく)なるのみ。吾 (われ)聞 (き)く、唐 (とう)公 (こう)已 (すで)に關中 (かんちゅう)を定 (さだ)め、人望 (じんぼう)、に歸 (き)すと。此 (こ)れ眞 (しん)に吾 (わ)が主 (しゅ)なり。吾 (われ)將 (まさ)に之 (これ)に従 (したが)わんとす。敢 (あえ)て議 (ぎ)をむ者 (もの)は斬 (き)らん』と。會々 (たまたま)張道源 (ちょうどうげん)、山東 (さんとう)を慰 (い)撫 (ぶ)す。藝 (げい)、遂 (つい)に表 (ひょう)を奉 (たてまつ)り、（一〇〇）漁陽 (ぎょよう)・上谷 (じょうこく)等 (とう)の諸郡 (しょぐん)と皆 (みな)來 (きた)り降 (くだ)る。癸未 (きび)、してを以 (もっ)て（一〇一）幽 (ゆう)州 (しゅう)總管 (そうかん)とす。薛萬均 (せつまんきん)は（一〇二）世雄 (せいゆう)の子 (こ)なり。弟 (おとうと)萬徹 (まんてつ)と俱 (とも)に勇略 (ゆうりゃく)を以 (もっ)て藝 (げい)の親待 (しんたい)する所 (ところ)とる。詔 (みことのり)して、萬均 (まんきん)を以 (もっ)て（一〇三）上柱國 (じょうちゅうこく)・永安郡公 (えいあんぐんこう)と爲 (な)し、萬 (まん)徹 (てつ)を車 (しゃ)騎 (き)将 (しょう)軍 (ぐん)・武 (ぶ)安 (あん)縣 (けん)公 (こう)とす。竇建德 (とうけんとく)、既 (すで)に冀 (き)州 (しゅう)に克 (か)ち、兵 (へい)威 (い)益々 (ますます)盛 (さかん)に、衆 (しゅう)十萬 (まん)を帥 (ひき)て州 (しゅう)に寇 (あた)す。藝 (げい)將 (まさ)に逆 (むか)へ戦 (たたか)わんとす。萬 (まん)均 (きん)曰 (い)はく、『彼 (かれ)は衆 (しゅう)、我 (われ)は寡 (か)。出 (い)で戦 (たたか)わばず敗 (やぶ)れん。嬴 (るい)兵 (へい)をして城 (しろ)を背 (せ)にし水 (みず)を阻 (はば)みて陳 (じん)を爲 (な)さしむるにかじ。彼 (かれ)必 (かなら)ず水 (みず)を度 (わた)りてを撃 (う)たん。』と。萬 (まん)均 (きん)請 (こ)う『精 (せい)騎 (き)百人 (にん)を以 (もっ)て城 (しろ)の旁 (かたわら)に伏 (ふ)せ、其 (その)の半 (なかば)度 (わた)るをちて之 (これ)をたん。勝 (か)たざる蔑 (な)からん』と。藝 (げい)、之 (これ)に従 (したが)う。建德 (けんとく)果 (はた)して兵 (へい)を引 (ひ)きて水 (みず)を度 (わた)る。萬 (まん)均 (きん)邀 (むか)えちてに之 (これ)を破 (やぶ)る。建德 (けんとく)竟 (つい)に其 (その)城下 (じょうか)にる能 (あた)わず。乃 (すなわ)ち兵 (へい)を分 (わか)ちて（一〇四）霍堡 (かくほう)及 (およ)び（一〇五）雍 (よう)奴 (ど)等 (とう)の縣 (けん)を掠 (かす)む。藝 (げい)復 (ま)たえちてを破 (やぶ)る。凡 (およ)そ相 (あい)拒 (ふせ)ぐこと
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百餘 (よ)日 (ひ)。建德 (けんとく)、つ能 (あた)わず。乃 (すなわ)ち樂壽 (らくじゅ)に還 (かえ)る。藝 (げい)、隋 (ずい)の（一〇六）通直謁者 (つうちょくえつしゃ)溫彦博 (おんげんぱく)を得 (え)、以 (もっ)て司馬 (しば)とす。藝 (げい)、幽 (ゆう)州 (しゅう)を以 (もっ)てに歸 (き)す。彦博 (げんぱく)、之 (これ)を贊成 (さんせい)す。詔 (みことのり)して、彦博 (げんぱく)を以 (もっ)て幽 (ゆう)州 (しゅう)總管 (そうかん)府 (ふ)の長史 (ちょうし)とす。未 (いま)だくならずして、徴 (ちょう)して中書侍郎 (ちゅうしょじろう)とす。兄 (あに)大 (たい)雅 (が)、時 (とき)に（一〇七）黄門侍郎 (こうもんじろう)とり、彦博 (げんぱく)と近 (きん)密 (みつ)にす。時人 (じじん)、之 (これ)を榮 (えい)とす。西 (せい)突厥 (とっけつ)の曷 (かつ)裟 (さ)那 (な)可 (か)汗 (かん)を以 (もっ)て歸 (き)義 (ぎ)王 (おう)とす。曷裟那 (かつさな)、大珠 (だいしゅ)をず。上 (じょう)曰 (い)はく、『珠 (しゅ)は誠 (まこと)に至 (し)寶 (ほう)なり。然 (しか)れども朕 (ちん)は王 (おう)の赤心 (せきしん)を寶 (たから)とす。珠 (しゅ)は用 (もち)うる所 (ところ)無 (な)し』と。竟 (つい)に之 (これ)を還 (かえ)す。
　乙酉 (いつゆう)、車 (しゃ)駕 (が)、（一〇八）周 (しゅう)氏 (し)陂 (ひ)にし、（一〇九）故 (こ)墅 (しょ)に過 (よぎ)る。
　初 (はじ)め姜豪 (きょうごう)（一一〇）旁 (ぼう)企 (き)地 (ち)、所部 (しょぶ)を以 (もっ)て薛擧 (せつきょ)に附 (つ)く。薛 (せつ)仁果 (じんか)が敗 (やぶ)るるにび、企地 (きち)來 (きた)り降 (くだ)り、長安 (ちょうあん)に留 (とど)まる。企地 (きち)、楽 (たの)しまず、其 (その)衆 (しゅう)數 (すう)千を帥 (ひき)てき、（一一一）南山 (なんざん)に入 (い)り、（一一二）漢川 (かんせん)に出 (い)で、過 (す)ぐる所 (ところ)す。武 (ぶ)候 (こう)大 (たい)將 (しょう)軍 (ぐん)龐玉 (ほうぎょく)、之 (これ)を撃 (う)ち、企地 (きち)の敗 (やぶ)る所 (ところ)とる。行 (ゆ)きて（一一三）始 (し)州 (しゅう)に至 (いた)る。女 (じょ)子 (し)王 (おう)氏 (し)を掠 (かす)め、與 (とも)に俱 (とも)に酔 (よ)うて野 (や)外 (がい)に臥 (ふ)す。王 (おう)氏 (し)、其 (その)佩 (はい)刀 (とう)を抜 (ぬ)きて首 (くび)を斬 (き)り、（一一四）粱 (りょう)州 (しゅう)に送 (おく)る。其 (その)衆 (しゅう)遂 (つい)にゆ。詔 (みことのり)して、王 (おう)氏 (し)に號 (ごう)を賜 (たま)うて祟 (しゅう)義 (ぎ)夫 (ふ)人 (じん)とす。
　壬辰 (じんしん)、王世充 (おうせいじゅう)、衆 (しゅう)三萬 (まん)を帥 (ひき)て（一一五）穀 (こく)州 (しゅう)を圍 (かこ)む。任瓌 (じんかい)拒 (ふせ)ぎて之 (これ)を
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く。
　上 (じょう)、李密 (りみつ)をして其 (その)麾下 (きか)の半 (なかば)を分 (わか)ちて（一一六）華 (か)州 (しゅう)に留 (とど)め、其 (その)半 (なかば)を將 (ひき)てを出 (い)でしむ。長史 (ちょうし)張寶德 (ちょうほうとく)、行中 (こうちゅう)に在 (あ)るにる。密 (みつ)亡 (に)げ去 (さ)りて相 (あい)及 (およ)ばんことを恐 (おそ)れ、封 (ほう)事 (じ)を上 (たてまつ)り、其 (そ)の必 (かなら)ず叛 (そむ)かんことを言 (い)う。上 (じょう)の意 (い)乃 (すなわ)ち中 (なか)ごろじ、又 (また)、密 (みつ)が驚 (きょう)駭 (がい)せんことを恐 (おそ)れ、乃 (すなわ)ち勅 (ちょく)書 (しょ)を降 (くだ)して勞 (ろう)來 (らい)し、密 (みつ)をして所部 (しょぶ)を留 (とど)めて徐 (じょ)行 (こう)し、単 (たん)騎 (き)入 (にゅう)朝 (ちょう)し、更 (さら)に節 (せつ)度 (ど)を受 (う)けしむ。密 (みつ)、稠 (ちょう)桑 (そう)に至 (いた)りてを得 (え)、賈閏甫 (かじゅんぽ)につてはく、『して、我 (われ)を遣 (つか)わして去 (さ)らしめ、故 (ゆえ)無 (な)くして復 (ま)たを召 (め)して還 (かえ)らしむ。天 (てん)子 (し)、曏 (さき)にえり、「人 (ひと)有 (あ)り確 (かく)執 (しつ)して・許 (ゆる)さず」と。此 (こ)れ譖 (しん)行 (おこな)わるるなり。吾 (われ)今 (いま)若 (も)しらば、復 (ま)た理 (り)無 (な)からん。若 (し)かじ、（一一七）桃 (とう)林 (りん)縣 (けん)を破 (やぶ)り、其 (その)兵 (へい)糧 (りょう)を収 (おさ)め、北 (きた)に走 (はし)りてを度 (わた)らんには。信 (しん)・（一一八）熊 (ゆう)州 (しゅう)に達 (たつ)する比 (ころ)おい、吾 (われ)已 (すで)に遠 (とお)からん。荀 (いやし)くも（一一九）黎陽 (れいよう)に至 (いた)るをば、大事 (だいじ)必 (かなら)ず成 (な)らん。公 (こう)の意 (い)如 (い)何 (かん)』と。閏 (じゅん)甫 (ぽ)曰 (い)はく、『主 (しゅ)上 (じょう)、明公 (めいこう)を待 (ま)つこと甚 (はなは)だ厚 (あつ)し。んや家 (か)の姓 (せい)名 (めい)、著 (あら)われて圖 (と)讖 (しん)に在 (あ)るをや。天 (てん)下 (か)終 (つい)に當 (まさ)に一統 (とう)すべし。明公 (めいこう)、既 (すで)に已 (すで)に質 (しつ)を委 (ゆだ)ね、復 (ま)た圖 (と)を生 (しょう)ず。任瓌 (じんかい)・史 (し)萬 (まん)寶 (ぽう)、・穀 (こく)二州 (しゅう)にれば、此 (この)事 (こと)朝 (あした)にげば、彼 (かれ)の兵 (へい)夕 (ゆうべ)に至 (いた)らん。桃 (とう)林 (りん)に克 (か)つと雖 (いえど)も、兵 (へい)
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豈 (あ)に集 (あつ)まるに暇 (いとま)あらんや。一 (ひと)たびと稱 (しょう)せば、誰 (たれ)か復 (ま)たを容 (い)れんや。
明公 (めいこう)の計 (けい)をすに、若 (し)かじ且 (しばら)く朝命 (ちょうめい)にじ、以 (もっ)て元 (もと)より異 (い)心 (しん)無 (な)きをかにせんには。自然 (しぜん)に（一二〇）浸潤 (しんじゅん)行 (おこな)われざらん。更 (さら)に・出 (い)でて山東 (さんとう)に就 (つ)かんと欲 (ほっ)せば、徐 (おもむ)ろに便 (べん)を思 (おも)うてなり』と。密 (みつ)怒 (いか)りてはく、『唐 (とう)、をして（一二一）絳灌 (こうかん)と列 (れつ)を同 (おな)じくせしむ。何 (なに)を以 (もっ)て之 (これ)に堪 (た)えん。且 (か)つ讖 (しん)文 (ぶん)の應 (おう)は、彼 (ひ)我 (が)の共 (とも)にする所 (ところ)なり。今 (いま)、我 (われ)を殺 (ころ)さずして、聽 (ゆる)して東行 (とうこう)せしむるは、王者 (おうしゃ)の死 (し)せざるを明 (あきら)かにするに足 (た)る。縱使 (たとい)唐 (とう)、遂 (つい)に關中 (かんちゅう)を定 (さだ)むとも、山東 (さんとう)は終 (つい)に我 (わ)が有 (ゆう)と爲 (な)らん。天 (てん)の與 (あた)うるを取 (と)らずして、乃 (すなわ)ち手 (て)を束 (つか)ねて人 (ひと)に投 (とう)ぜんと欲 (ほっ)す。公 (こう)は吾 (われ)の心腹 (しんぷく)なり。何 (なん)ぞわん是 (かく)の如 (ごと)くならんとは。しを同 (おな)じくせずんば、當 (まさ)に斬 (き)りて行 (ゆ)くべし』と。閏甫 (じゅんぽ)泣 (な)きて曰 (い)はく、『明公 (めいこう)、にずとうと雖 (いえど)も、近 (ちか)ごろ天人 (てんじん)を察 (さつ)するに、稍 (ようや)く已 (すで)に相 (あい)違 (たが)う。今 (いま)、海内分崩 (かいだいぶんぽう)し、人 (ひと)、自 (みずか)ら擅 (ほしいまま)にせんことを思 (おも)う。強 (きょう)者 (しゃ)、雄 (ゆう)とる。明公 (めいこう)、奔亡 (ほんぼう)して甫 (はじ)めて爾 (しか)り。誰 (たれ)か相 (あい)聽受 (ちょうじゅ)せんや。且 (か)つ翟讓 (たくじょう)が戮 (りく)を受 (う)けしよりの後 (のち)、人 (ひと)皆 (みな)謂 (おも)えらく、明公 (めいこう)、恩 (おん)をて本 (もと)をると。今 (こん)日 (にち)誰 (たれ)か肯 (あえ)て復 (ま)た・有 (あ)る所 (ところ)の兵 (へい)を以 (もっ)て手 (て)を束 (つか)ねて公 (こう)に委 (ゆだ)ねんや。彼 (かれ)必 (かなら)ず公 (こう)に奪 (うば)わるるをり、逆 (むか)えて相 (あい)拒 (きょ)抗 (こう)せん。一朝 (ちょう)、勢 (いきおい)をわば、豈 (あ)に足 (あし)を
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容 (い)るるの有 (あ)らんや。恩 (おん)を荷 (にな)うこと殊 (こと)に厚 (あつ)き者 (もの)に非 (あら)ざるよりは、詎 (なん)ぞ肯 (あえ)て深 (ふか)く言 (い)いて・諱 (い)まざらんや。願 (ねが)わくは明公 (めいこう)、之 (これ)を熟 (じゅく)思 (し)せよ。だ恐 (おそ)る（一二二）大福 (たいふく)再 (ふたた)びせざらんことを。荀 (いやし)くも明公 (めいこう)、身 (み)を措 (お)く所 (ところ)有 (あ)らば、閏甫 (じゅんぽ)亦 (また)何 (なん)ぞ戮 (りく)に就 (つ)くをせん』と。密 (みつ)、大 (おおい)に怒 (いか)り、刀 (じん)を揮 (ふる)うて・之 (これ)を撃 (う)たんと欲 (ほっ)す。王伯當 (おうはくとう)等 (ら)、固 (かた)く請 (こ)い、乃 (すなわ)ち之 (これ)を釋 (ゆる)す。閏甫 (じゅんぽ)、熊 (ゆう)州 (しゅう)に奔 (はし)る。伯 (はく)當 (とう)も亦 (また)密 (みつ)を止 (とど)め、以爲 (おも)へらく未 (いま)だ可 (か)ならずと。密 (みつ)従 (したが)わず。伯當 (はくとう)乃 (すなわ)ち曰 (い)はく、『義 (ぎ)士 (し)の志 (こころざし)は、存亡 (そんぼう)を以 (もっ)て心 (こころ)を易 (か)えず。公 (こう)必 (かなら)ず聽 (き)かずんば、伯當 (はくとう)、と同 (おな)じく死 (し)せんのみ。然 (しか)れども恐 (おそ)らくは終 (つい)に益 (えき)無 (な)からん』と。密 (みつ)因 (よ)つて使者 (ししゃ)を執 (とら)えて之 (これ)を斬 (き)る。庚 (こう)子 (し)旦 (たん)、密 (みつ)、林 (りん)の縣 (けん)官 (かん)を紿 (あざむ)きて曰 (い)はく、『詔 (みことのり)を奉 (ほう)じて蹔 (しばら)く京 (けい)師 (し)に還 (かえ)る。家 (か)人 (じん)は請 (こ)う縣 (けん)舎 (しゃ)に寄 (よ)せん』と。乃 (すなわ)ち驍勇 (ぎょうゆう)數 (すう)十人 (にん)を簡 (えら)び、婦 (ふ)人 (じん)の衣 (ころも)を著 (き)、（一二三）羃 (べき)蘺 (り)を戴 (いただ)き、刀 (とう)を裙 (くん)下 (か)に臧 (かく)し、詐 (いつわ)りて妾 (しょう)の爲 (まね)し、自 (みずか)ら之 (これ)を帥 (ひき)て舎 (しゃ)に入 (い)り、須 (しゅ)臾 (ゆ)に服 (ふく)をじてし、因 (よ)つて縣 (けん)城 (じょう)に據 (よ)り、徒 (と)衆 (しゅう)を驅 (く)掠 (りゃく)し、直 (ただち)に南山 (なんざん)にき、險 (けん)に乗 (じょう)じてし、人 (ひと)を遣 (つか)わし、故 (もと)の將 (しょう)（一二四）伊 (い)州 (しゅう)の刺史 (しし)襄 (じょう)城 (じょう)の張善相 (ちょうぜんしょう)に告 (つ)げしめ、兵 (へい)を以 (もっ)て應接 (おうせつ)せしむ。右 (ゆう)翊 (よく)衞 (えい)將 (しょう)軍 (ぐん)史 (し)萬 (まん)寶 (ぽう)、州 (しゅう)にし、行軍 (こうぐん)總管 (そうかん)盛彦師 (せいげんし)につてはく、『李密 (りみつ)は驍 (ぎょう)賊 (ぞく)なり。又 (また)、輔 (たす)くるに王伯當 (おうはくとう)を以 (もっ)てす。今 (いま)、策 (さく)をしてく。殆 (ほとん)ど・るからざるなり』と。師 (し)笑 (わら)つてはく、『請 (こ)う數 (すう)千の衆 (しゅう)を以 (い)てこれを邀 (むか)え、必 (かなら)ず其 (その)の首 (くび)を梟 (きょう)せん』と。萬 (まん)寳 (ぽう)曰 (い)はく、
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『公 (こう)、何 (なん)の策 (さく)を以 (もっ)て能 (よ)く爾 (しか)せん』と。彦師 (げんし)曰 (い)はく、『兵 (へい)法 (ほう)は詐 (いつわ)りを尚 (たつと)ぶ。公 (こう)の爲 (た)めに之 (これ)を言 (い)う可 (べ)からず』と。即 (すなわ)ち衆 (しゅう)を帥 (ひき)て（一二五）熊 (ゆう)耳 (じ)山 (ざん)を踰 (こ)え、南 (みなみ)して要道 (ようどう)に據 (よ)り、弓 (きゅう)弩 (ど)をして路 (みち)を夾 (はさ)み高 (たか)きに乗 (じょう)じ、刀 (とう)楯 (じゅん)をして谿 (けい)谷 (こく)に伏 (ふく)せしめ、之 (これ)に令 (れい)して曰 (い)はく、『賊 (ぞく)が半 (なかば)ば度 (わた)るを俟 (ま)ち、一時 (じ)に俱 (とも)に發 (はつ)せよ』と。或 (あ)るひと問 (と)うて曰 (い)はく、『聞 (き)く李密 (りみつ)、（一二六）洛 (らく)州 (しゅう)に向 (むか)わんと欲 (ほっ)すと。而 (しか)るに公 (こう)、山 (やま)に入 (い)るは何 (なん)ぞや』と。彦師 (げんし)曰 (い)はく、『密 (みつ)、「洛 (らく)に向 (むか)う」と聲 (せい)言 (げん)すれども、實 (じつ)は、人 (ひと)の不 (ふ)意 (い)に出 (い)で・襄 (じょう)城 (じょう)に走 (はし)りてに就 (つ)かんと欲 (ほっ)するのみ。し、谷口 (こくこう)に入 (い)り、我 (われ)、後 (うしろ)よりを追 (お)わば、山路險隘 (さんろけんあい)にして、力 (ちから)を施 (ほどこ)す所 (ところ)無 (な)く、一夫 (ぷ)後 (うしろ)に殿 (しんがり)せば、必 (かなら)ず・制 (せい)する能 (あた)わじ。今 (いま)、吾 (われ)先 (ま)ず谷 (たに)にるをたり。之 (これ)を擒 (とりこ)にせんこと必 (ひつ)せり』と。李密 (りみつ)、既 (すで)に（一二七）陝 (せん)を度 (わた)り、以爲 (おも)へらく餘 (よ)は慮 (おもんぱか)るに足 (た)らずと。遂 (つい)に衆 (しゅう)を擁 (よう)して徐 (じょ)行 (こう)し、果 (は)たして山 (やま)を踰 (こ)えて南 (みなみ)に出 (い)でんとす。彦師 (げんし)、之 (これ)を撃 (う)つ。密 (みつ)の衆 (しゅう)、首 (しゅ)尾 (び)斷 (だん)絶 (ぜつ)し、相 (あい)救 (すく)うを得 (え)ず。遂 (つい)に密 (みつ)及 (およ)び伯當 (はくとう)を斬 (き)り、倶 (とも)に首 (くび)を長安 (ちょうあん)にう。彦師 (げんし)、功 (こう)を以 (もっ)て爵 (しゃく)葛國 (かつこく)公 (こう)を賜 (たま)わり、（一二八）仍 (な)ほ熊 (ゆう)州 (しゅう)を（一二九）領 (りょう)す。李 (り)世勣 (せいせき)、黎陽 (れいよう)に在 (あ)り、上 (じょう)、使 (つかい)を遣 (つか)わし、密 (みつ)の首 (くび)を以 (もっ)て之 (これ)に示 (しめ)し、告 (つ)ぐるに狀 (じょう)を以 (もっ)てす。
世勣 (せいせき)、北 (ほく)面 (めん)して拝伏號慟 (はいふくごうどう)し、表 (ひょう)して・収葬 (しゅうそう)せんと請 (こ)う。詔 (みことのり)して其 (その)尸 (しかばね)を歸 (おく)る。（一三〇）世勣 (せいせき)、之 (これ)が爲 (た)めに服 (ふく)を行 (おこな)い、君 (くん)臣 (しん)の禮 (れい)を備 (そな)え、大 (おおい)に儀衞 (ぎえい)を具 (そな)え、軍 (ぐん)を擧 (あ)げて縞 (こう)素 (そ)し、密 (みつ)を黎陽 (れいよう)山 (ざん)の南 (みなみ)に葬 (ほうむ)る。密 (みつ)、素 (もと)より
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士 (し)心 (しん)をたり。哭 (こく)する者 (もの)多 (おお)く血 (ち)を歐 (は)く。
　隋 (ずい)の右 (ゆう)武 (ぶ)衞 (えい)大 (たい)將 (しょう)軍 (ぐん)李 (り)景 (けい)、北平 (ほくへい)を守 (まも)る。高開道 (こうかいどう)、之 (これ)を圍 (かこ)む。歳 (さい)餘 (よ)にしてつ能 (あた)わず。遼西 (りょうせい)の太守 (たいしゅ)鄧 (とう)暠 (こう)、を將 (ひき)ゐ (い)て之 (これ)を救 (すく)う。景 (けい)、其 (その)衆 (しゅう)を帥 (ひき)てに遷 (うつ)る。後 (のち)將 (まさ)に幽 (ゆう)州 (しゅう)に還 (かえ)らんとす。道 (みち)にて、盜 (とう)の殺 (ころ)す所 (ところ)とる。開道 (かいどう)遂 (つい)に北平 (ほくへい)を取 (と)り、進 (すす)みて漁陽 (ぎょよう)を陥 (おちい)る。郡 (ぐん)に馬 (うま)數 (すう)千匹 (ひき)有 (あ)り、衆 (しゅう)、且 (まさ)に萬 (まん)ならんとす。自 (みずか)ら燕 (えん)王 (おう)とし、始 (し)興 (こう)と改元 (かいげん)し、漁陽 (ぎょよう)にす。（一三一）懷 (かい)戎 (じゅう)の沙 (しゃ)門 (もん)高曇晟 (こうどんせい)、縣令 (けんれい)が齋 (さい)を設 (もう)け士 (し)民 (みん)大 (おおい)に集 (あつ)まるに因 (よ)り、曇晟 (どんせい)、儈 (そう)五千人 (にん)と與 (とも)に、齋 (さい)衆 (しゅう)を擁 (よう)して反 (はん)し、縣令 (けんれい)及 (およ)び鎭 (ちん)將 (しょう)を殺 (ころ)し、自 (みずか)ら（一三二）大 (だい)乗 (じょう)皇 (こう)帝 (てい)と稱 (しょう)し、尼 (に)靜 (じょう)宣 (せん)を立 (た)てて邪 (や)輸 (しゅ)皇 (こう)后 (ごう)と爲 (な)し、法 (ほう)輪 (りん)とす。使 (つかい)を遣 (つか)わして開道 (かいどう)を招 (まね)き、立 (た)てて齊 (せい)王 (おう)とす。開道 (かいどう)、衆 (しゅう)五千人 (にん)を帥 (ひき)て之 (これ)に歸 (き)す。居 (お)ること數 (すう)月 (げつ)、襲 (おそ)うて曇晟 (どんせい)を殺 (ころ)し、悉 (ことごと)く其 (その)衆 (しゅう)を幷 (あわ)す。
　法 (ほう)を犯 (おか)せども死 (し)に至 (いた)らざる者 (もの)有 (あ)り、上 (じょう)、特 (とく)に命 (めい)じて之 (これ)を殺 (ころ)さしむ。（一三三）監察御史 (かんさつぎょし)李 (り)素 (そ)立 (りゅう)諫 (いさ)めて曰 (い)はく、（一三四）『三尺 (じゃく)の法 (ほう)は、王者 (おうしゃ)の、天 (てん)下 (か)と共 (とも)にする所 (ところ)なり。法 (ほう)一たびせば、人 (ひと)、手足 (しゅそく)を措 (お)く所 (ところ)無 (な)からん。陛下 (へいか)甫 (はじ)めて洪 (こう)業 (ぎょう)を創 (はじ)む。奈何 (いかん)ぞを棄 (す)てん。臣 (しん)、法司 (ほうし)を忝 (かたじけな)くす。て詔 (みことのり)をぜず』と。上 (じょう)、之 (これ)に従 (したが)う。是 (これ)より、特 (とく)に恩遇 (おんぐう)を承 (う)く。所司 (しょし)に命 (めい)じて授 (さず)くるに七品 (ほん)の淸 (せい)要 (よう)の官 (かん)を以 (もっ)てせしむ。所司 (しょし)、雍 (よう)州 (しゅう)の司 (し)戸 (こ)に擬 (ぎ)す。上 (じょう)曰 (い)はく、『此 (この)官 (かん)は要 (よう)なれども淸 (せい)ならず』と。又 (また)、秘書郎 (ひしょろう)
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に擬 (ぎ)す。上 (じょう)曰 (い)はく、『此 (この)官 (かん)は淸 (せい)なれども要 (よう)ならず』と。遂 (つい)にでて（一三五）侍 (じ)御 (ぎょ)史 (し)をく。素立 (そりゅう)は、（一三六）義 (ぎ)深 (しん)の曾孫 (そうそん)なり。上 (じょう)、舞 (ぶ)胡 (こ)安 (あん)比 (ひ)奴 (ど)を以 (もっ)て散 (さん)侍 (じ)郎 (ろう)と爲 (な)す。禮 (れい)部 (ぶ)尚 (しょう)書 (しょ)李綱 (りこう)、諫 (いさ)めて曰 (い)はく、『古者 (いにしえ)、は、士 (し)とせず。賢 (けん)なること（一三七）子 (し)野 (や)・（一三八）師 (し)襄 (じょう)の如 (ごと)しとも、皆 (みな)、其 (その)業 (ぎょう)を易 (か)えず。唯 (た)だ齊 (せい)の、曹 (そう)妙 (みょう)達 (たつ)を封 (ほう)じて王 (おう)と爲 (な)し、安 (あん)馬 (ば)駒 (く)を開 (かい)府 (ふ)と爲 (な)せり。國 (こく)家 (か)を有 (たも)つ、て（一三九）殷 (いん)鑑 (かん)とす。今 (いま)、天 (てん)下 (か)新 (あらた)に定 (さだ)まり、建 (けん)義 (ぎ)の功臣 (こうしん)、未 (いま)だ遍 (あまね)からず。高才碩學 (こうさいせきがく)、猶 (な)お草莱 (そうらい)に滞 (とどこお)る。而 (しか)るに先 (ま)ず舞 (ぶ)胡 (こ)をでて五品 (ほん)と爲 (な)し、玉 (ぎょく)を鳴 (な)らし組 (そ)を曳 (ひ)き・廊 (ろう)廟 (びょう)に趨 (すう)翔 (しょう)せしむるは、以 (もっ)て後世 (こうせい)を規 (キ)模 (ぼ)する所 (ところ)に非 (あら)ざるなり』と。上 (じょう)、従 (したが)わずして曰 (い)はく『吾 (われ)、に已 (すで)に之 (これ)をく。追 (お)う可 (べ)からざるなり』と。
　陳 (ちん)嶽 (がく)・論 (ろん)じて曰 (い)はく、命 (めい)を受 (う)くるの主 (しゅ)は、號 (ごう)を發 (はつ)し令 (れい)を出 (いだ)し、子 (こ)孫 (そん)の法 (ほう)とす、一も理 (り)に中 (あた)らざれば、則 (すなわ)ち厲 (れい)階 (かい)とる。今 (いま)、高 (こう)祖 (そ)曰 (い)はく、『業 (すで)に已 (すで)に之 (これ)をく。追 (お)う可 (べ)からず』と。荀 (いやし)くも之 (これ)を授 (さず)けて是 (ぜ)ならば則 (すなわ)ち已 (や)む。之 (これ)を授 (さず)けて非 (ひ)ならば、胡 (なん)ぞ追 (お)う可 (べ)からざらんや。人 (ひと)に君 (きみ)たるの、『業 (すで)に已 (すで)にを授 (さず)く。』というを以 (もっ)て誡 (いまし)めと爲 (な)さざるを得 (え)ざらんや。
李軌 (りき)の吏 (り)部 (ぶ)尚 (しょう)書 (しょ)梁碩 (りょうせき)、智略 (ちりゃく)有 (あ)り。軌 (き)常 (つね)に之 (これ)に倚 (よ)り、以 (もっ)て謀 (ぼう)主 (しゅ)とす。碩 (せき)、諸胡 (しょこ)の浸 (ようや)く盛 (さかん)なるを、
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陰 (ひそか)に軌 (き)に勸 (すす)む、『宜 (よろ)しく防察 (ぼうさつ)を加 (くわ)うべし』と。是 (これ)に由 (よ)りて、（一四〇）戸部尚書 (こぶしょうしょ)安 (あん)修 (しゅう)仁 (じん)と隙 (げき)有 (あ)り。軌 (き)の子 (こ)仲琰 (ちゅうえん)、嘗 (かつ)て碩 (せき)に詣 (いた)る。碩 (せき)、禮 (れい)を爲 (な)さず。乃 (すなわ)ち修 (しゅう)仁 (じん)と、共 (とも)に碩 (せき)を軌 (き)に譖 (しん)し、誣 (し)うるに反 (はん)を謀 (はか)るを以 (もっ)てす。軌 (き)、碩 (せき)をして之 (これ)をす。胡巫 (こふ)有 (あ)り、軌 (き)につてはく、『上帝 (じょうてい)、當 (まさ)に玉女 (ぎょくじょ)を遣 (つか)わして天 (てん)よりして降 (くだ)すべし』と。軌 (き)、之 (これ)を信 (しん)じ、民 (たみ)を發 (はつ)して臺 (だい)を築 (きず)き、以 (もっ)て玉女 (ぎょくじょ)を侯 (うかが)う　。勞 (ろう)費 (ひ)甚 (はなは)だし。河 (か)右 (ゆう)飢 (う)え、人 (ひと)相 (あい)食 (は)む。軌 (き)、家 (か)財 (ざい)を傾 (かたむ)けて以 (もっ)て之 (これ)を賑 (にぎ)わせども、足 (た)らず。倉粟 (そうぞく)を發 (はつ)せんと欲 (ほっ)し、羣 (ぐん)臣 (しん)を召 (め)して之 (これ)を議 (ぎ)す。曹 (そう)珍 (ちん)等 (ら)皆 (みな)曰 (い)はく、『國 (くに)は民 (たみ)を以 (もっ)て本 (もと)とす。豈 (あ)に倉粟 (そうぞく)を愛 (おし)みて其 (その)死 (し)をすけんや』と。（一四一）謝統師 (しゃとうし)等 (ら)は、皆 (みな)、の隋 (ずい)の官 (かん)にして、心 (こころ)終 (つい)に服 (ふく)せず。密 (ひそか)に羣 (ぐん)胡 (こ)と黨 (とう)を爲 (な)し、軌 (き)の故 (こ)人 (じん)を排 (はい)し、乃 (すなわ)ち珍 (ちん)を詬 (ののし)りて曰 (い)はく、『百姓 (せい)餓 (う)うる者 (もの)は、自 (おのずか)ら是 (こ)れ弱 (じゃく)なり。勇壯 (ゆうそう)の士 (し)は終 (つい)に・此 (ここ)に至 (いた)らず。國家 (こくか)の倉粟 (そうぞく)は、以 (もっ)て不 (ふ)虞 (ぐ)にう。豈 (あ)に之 (これ)を散 (さん)じて以 (もっ)て嬴 (るい)弱 (じゃく)を飼 (やしな)う可 (べ)けんや。僕 (ぼく)射 (や)はくも情 (じょう)を悅 (よろこ)ばし、國 (くに)の計 (けい)を爲 (な)さず。忠臣 (ちゅうしん)に非 (あら)ざるなり』と。軌 (き)、以 (もっ)て然 (しか)りとす。是 (これ)に由 (よ)りて、士 (し)民 (みん)離 (はな)れ怨 (うら)む。


